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日米学 会議
活動報告吾

国際教育振興会船財団法人主催

企画／運営：第66回日米学生会議実行委員会
ー ～



ZIVDEX

４
５
６
８
１
４
８
２
６
０
４

“
銀
“
”
４
１
１
２
２
３
３

曲
、
叩
”
’
叩
”
、
、
卯
や

“
“
函
率
４
亜
函
》
牢
“
》

崎
”
”
“
１
“
“
伽
睡
唖
唖

日米学生会議とは.….…...…….......…....…......……….….，

第66回日米学生会議実行委員長挨拶..……….

日米学生会議の歴史......…..….…....…….....……......……

第66回日米学生会議概要..……..……….………....“

分科会活動 総括文...…….…….....…………….………..…

芸術とアイデンティティ.……….….………..…….…．

環境問題における国家、企業、市民の役割．

移民の功罪と展望.….…..…..….....……..………….…..“

現代における歴史教育とその社会的影響…“

正義と道徳………..….……..………....……..……...……….“

日米関係におけるスマートパワー….…...…….“

技術進歩と社会………….…….………….….…......……“

分科会論文例の紹介…..……….….…..…..…….………….、

第66回日米学生会議代表団の声.………...….…

賛助企業・団体ご協力いただいた方々………

38

２
１
２
８

４
５
５
５

●
●
●
●

●
白
●
●

■
●
●
●

●
●
●
●

●
■
■
●

■
●
●
■

●
●
■
ｅ

■
●
Ｇ
■

●
●
●
●

●
■
●
の

●
●
白
●

ｐ
■
■
●

パブリシティー覧



色
The66thJapan-AmericaStudentConference

W肋tis川SC？

日米学生会議とは

l

l

l■
「

』

日米学生会議(Japan-AmericaStudentConference-JASC)は、日本初の国際的な学生交流団体である。
米国の対日感情の改善、日米相互の信頼回復を目指し、「世界の平和は太平洋の平和にあり、太平洋の平
和は日米間の平和にある。その一翼を学生も担うべきである」という理念の下、1934年に発足した。

以来日米学生会議は、日米関係を考察するとともに、両国をめぐる様々な問題について、多角的に検討
してきた。しかし、近年のグローバリゼーションの進展と新興国の発展を経て、今日ではより広く多様
な問題を日米の観点のみならずグローバルな視点から考えることが求められている。

本会議では、日本と米国から同数の学生が約一ケ月にわたって共同生活を送りながら様々な議論や活動
を行い、会議全体を通して、様々な世界の問題に対して学生同士の活発な議論を行うとともに、日米両
国の参加者間の相互理解を深めていくことを目的としている。そして、参加者たちが会議で得た成果を
長期的に社会的貢献、社会還元していくことを目指している。
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Greetin9s-

日米学生会議実行委員長挨拶

8月12日の深夜、寒風吹きすさぶサンフランシスコ。私たち16名の実行委員は宿泊地であるカリフォルニア大学バークレー校
フリーボーン寮のロビーに集い､円をなして座っていた。空気は張りつめ､とても重い。その日の午後は分科会ごとの自由行動であっ
たが、実行委員同士の連携ミスや参加者の遅刻が目立ち、危うく口論になりかけたほどであった。第66回日米学生会議も折り返し
地点を迎え、疲労とストレスが積み重なってチームにほころびが生じはじめていた。それを敏感に察知した米国側委員長Annaが全
員で思いを共有しあうことを提案し、今、臨時のミーティングが開かれているのである。一人が他の委員の怠惰に対して苛立ちを
露わにすると、ある者は運営担当としての重圧に耐えきれず涙を流し、またある者は自分の役割の至らなさに負い目を感じている
と告白した。各々の感情が堰を切ったように溢れ出し、ぶつかりあった。傍目には、それは負の感情が渦巻く破壊的な時間のよう
にも映るであろう。しかし私たちは皆、renectionと呼ばれるこの時間こそが、チームとして苦難を乗り越え、前進するために必要
不可欠であり、むしろそれは創造的な営みであることを知っていた。全員が話し終えると、誰からともなく抱擁を交わしあった。
間もなく任を終えるサンフランシスコのコーディネーターを皆でねぎらい、先ほどまで涙を流していた者は持ち前のジョークで笑
いを誘った。空気はじわじわと暖かみを取り戻し、翌朝のミーティングには、疲れてはいるが晴れやかな16名の顔があった。それ
ぞれに異なった感じ方や考え方を、正直に伝えて理解し合うことで、改めて絆を強くした瞬間であったと思う。

人は皆、自分だけの感性をもっている。勝負に敗れたときの砂を噛むような悔しさ、社会の不条理に対する憤り、信じがたい振
る舞いをする他者への拒絶、仲間とともに大きなプロジェクトをやり遂げた達成感。そうしたものは、時に社会では私情と呼ばれ、
あるいは個人的見解と呼ばれ、表に出さないことが要請される。確かに円滑なコミュニケーションのためにはそうした自制が必要
かもしれない。しかし、心の奥底にある叫ばなければやりきれない思いを相手に伝え、そして相手からも思いを聞くこと、それに
より生まれる相互理解を私たちは本能的に欲しているはずである。正直でいることは、心地よいものであり、また大きな力を持っ
ている。自分という個性のままに、仲間と一緒に笑い合い、泣き合うことが、どれほど強い絆を生むことか。

もちろん、世界はもっと複雑である。日米関係は、1945年の占領以来、憲法改正や沖縄の基地問題など、パートナーシップやト
モダチといった美辞麗句だけでは語れない難しさをはらみ続けており、政府はそうした過去からの制約を免れ得ない。また東南ア
ジア経済の急成長やアフリカ地域での疫病の蔓延などの動向に、企業間の取引は影響を受ける。

今、社会がそんな状況にあるからこそ、特定の権威や利害にとらわれない学生が、真っすぐに意見をぶつけ合わなければならない。
そうすることではじめて何十年も続く真の友情が結ばれるであろう。

本書は、そんな思いを胸に一夏を過ごした学生たちの記録である。71名の学生が何を語り、何を考え、何を得たのか。この一冊
が代表団にとって、あの嵐のような日々を永遠に心に刻み、その経験と成果を世界へと発信し、そして平和へのささやかな一歩を
踏み出す礎となることを願ってやまない。

平成26年12月歴史の積もったプレハブの事務所にて

第66回日米学生会議実行委員長

小松崎遥平
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R米学生会議の歴史

「l1堺の､IE和は太平洋の平和にあり、

太､I艮洋の､I艮和は1I米間の､l良和にある。

その一翼を学'iﾐも扣うべきである」

1934年。満州事変以降悪化していた日米関係の中で、4人の日本人学生が「世界の平和は太平洋の平和にあり、太平洋の平
和は日米間の平和にある。その一翼を学生も担うべきである」という想いを抱き、太平洋を渡った。日本初の国際的な学生交
流プログラム『日米学生会議」の始まりである。創設時より学生自身の手による会議の企画、運営が行われ続け、太平洋戦争
勃発に伴う会議中断をはじめ幾多の困難を乗り越えながら現在までの歴史を築き、第66回会議が開催された2014年には80
周年を迎えた。学生たちが世界のさまざまな問題を議論し、率直な対話で相互理解を深め、将来の平和の実現に貢献するとい
う創設時の理念は今日まで継承されている。
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主催

団体
日米学生会議の系譜 主要な世界の出来事

日米学生会議発足

青山学院大学にて第1回会議開催

リードカレッジにて第2回会議開催

第6回会議開催、宮澤喜一氏参加

津田英学塾にて第7回会議発足、断絶

日米学生会議復活、第8回会議開催

第12回会議開催

ヘンリー・キッシンジヤー氏参加

コーネル大学にて第15回会議国際学

生会議に発展解消

日米学生会議2度目の復活、リードカ

レッジにて第16回会議開催

国際教育振興会が主催団体に

第25回会議開催、日米各地を巡りなが

ら議論する形態に発展

米国側主催団体JASC,Inc､設立

1931

1934

1935

1939

1940

1945

1947

1950

1951

1954

1960

1964

1972

1973

1979

1985

1989

1991

2001

満州事変

第二次世界大戦勃発

終戦米国による日本占領開始

朝鮮戦争勃発

サンフランシスコ講和条約および日

米安全保障条約締結、日本主権回復

ベトナム戦争勃発

東京オリンピック開催

沖縄返還

円が変動為替相場制に移行

米軍が南ベトナムより撤退

プラザ合意

|ベルリンの壁崩壊
|湾岸戦争勃発’ﾋｴ'連邦崩壊
｢ｱﾒﾘｶ同時多発ﾃﾛ軸
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第66回日米学生会議概要

【主催】

【企画・運営】
【後援】

【賛助】

一般財団法人国際教育振興会
第66回日米学生会議実行委員会

外務省、文部科学省、米国大使館、日米文化センター、一般社団法人日米協会
公益財団法人三菱UFJ国際財団、公益財団法人双日国際交流財団、公益財団法人平和中島財団

｢文化の交差から創る道～学生が受け継ぐ80年の平和への歩み～」
-CommuniCateandConnect:PursuingPeaceattheCrossroadsofCulture-

会議開催期間:2014年8月2日～2014年8月25B
事業実施期間:2014年4月1日～2015年3月31日

【テーマ】

【開催期間】

【参加者】 日本側

米国側
35名（実行委員8名を含む）
36名（実行委員8名を含む） 計71名

【開催地】

①デモイン（アイオワ州）②サンフランシスコ（カリフオルニア州）
③ニューヨーク（ニューヨーク州）④ワシントンD.C.

【会議準備活動】

第65回日米学生会議の参加者から選出され、発足した実行委員会が、日本側の主催団体である一般財団法人国際教
育振興会､米国側はISC,Inc・の協力の下､本会議開催のための準備活動を行う。4月に参加者決定後､所属分科会のテー
マに関するレポートを作成し、講演会や勉強会、合宿などの事前準備を行い、夏の本会議に臨む。

【本会議におけるプログラム】

＜分科会（略称RT)>

本会議の活動の中心となる分科会は7つ設けられており、日米各5名の学生が1つの分科会を構成し議論を重ねる
こととなる。分科会は本会議中だけでなく事前活動においても、参加者が共同生活するための「チーム」としても機
能している。

*第66回会議における分科会は以下の通りである。

(1)Artandldentity
芸術とアイデンティティ

(2)EnvironmentallnitiativesfbraSustainableFuture
環境問題における国家、企業、市民の役割

(3)ImmigrationintheModernEra
移民の功罪と展望

(4)ModernConsequencesofHistoricalEducation
現代における歴史教育とその社会的影響

(5)MoralityandJustice
正義と道徳

(6)SmartPowerinUS-JapanRelations
日米関係におけるスマートパワー

(7)TeCimologiCalAdvancementsandSociety
技術進歩とﾈ+令

8
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＜フィールドトリップ＞

分科会の議題や開催地についての理解を深めることを目
的に、政府機関、国際機関、企業、大学、NGO、NPOJP
研究所などへ訪問研修を実施する。議論の対象となってい
る現場や現状を知ることができる貴重な機会であり、議論
に必要な多様かつ具体的視点を得るために重要な活動とな
る。

＜フォーラム＞

各開催地でサイトテーマや日米両国に深く関わるトピッ
クについて一般公開のフォーラムを開催し、第一線で活躍
する専門家、有識者の講演や現地学生を交えたパネルディ
スカッションを行い、その地域特有の事情や新たな視点も
得て参加者は開催地についての理解と関心を深め新たな問
題意識や課題解決に向けて参画意識を酒養する。

＜スペシャルトピックディスカッション＞

同年代の学生である参加者が、個々の関心に沿った議題
を自由に設定し、議論をすること目的としている。また参
加者の主体的、自発的な参加により、問題発見能力や議題
設定能力を養うばかりではなく、参加者同士の交流を促し、
新たな視点や発想を得ることで、会議をより充実させるこ
とも求められる。

一一一 一 一一

鰐．
←

唐、云
』

冠

＜リフレクション＞

参加者が一同に集い、3週間の共同生活や、価値観や思
考様式の違いから生まれる悩みなどを自由に話し合う。参
加者自身が心を開き、自ら思うことを率直に語り合うこと
で、参加者間の相互理解一助となることを期待している。
また、他者の思いを理解することにより会議の充実や運営
の円滑化など会議の成功に向けて努力する姿勢が参加者の
中に生まれることを目的としている。

＜ファイナルフオーラム＞

最終開催地におけるフアイナルフオーラムでは、3週間の
総括を行う。現代社会が抱えるさまざまな問題を提起した
7つの分科会における議論の概容と活動内容を発表するこ
とにより、第66回日米学生会議の成果として社会に発信
する。

、
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DesMoines

第66回日米学生会議の幕開けとなったアイオワ州デモイン。地方都市でありながら、政治や文化、農業におい
て大きな存在感を持つこの地で、代表団が何を学ぶことができるのかを念頭に置いてサイトの準備と運営に取り組
んできた。

私たちが滞在したGrinnellcollegeは自然に溢れる美しいキャンパスで、関東や関西などの都市部出身の多い日
本側代表団は会議の始まりをこの素晴らしいキャンパスで始めることに喜びを感じていた。同時に、ここアイオワ
では、私たちが普段の大学の授業では学ぶことができない知見を、様々な機会を通じて学ぶことができた。

アメリカ原住民の文化や習慣がいまだに残されているMeskwakiSettlementでは、実際に原住民の方々と交流
を持つ機会に恵まれた。民族博物館を管理する原住民の老人が200年近く前の欧州からの侵略に対する怨恨を、
まるで昨日のことのように語る姿に多くの学生が衝撃を受けていた。アイオワと聞けば多くのアメリカ人が「広大
なとうもろこし畑」を思い浮かべるが、その想像を超える景色を我々は直接目にすることもできた。視界の端から
端まで、地平線の向こう側まで広がっているとうもろこし畑は、アメリカ大規模農業の強さを表していた。農場以
外にも、農業に貢献した人々を讃える場であるTheWorldFoodPrizeへ訪問し、また広大な農場を経営する農業
従事者や農作物に関する研究をしている教授とのシンポジウムでは、農業技術の革新と農業が持つ可能性も知るこ
とができた。学生の中には、ただ講演者の話を聞くだけでなく、批判的に技術の危険性を主張するものも少なくな
かったが、これは学生たちが農業にまつわる問題について真剣に考えていた表れであった。

第1開催地コーディネーター

10
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様々な文化が交差する移民街、活発なLGBTQ活動、IT企業を始めとする多くの起業家。西海岸随一の国際都市
であるサンフランシスコを象徴するようなプログラムがこの第二サイトで実現されたように思う。

UCBerkeleyにおいての移民やLGTBQに関する多様性シンポジウム。代表団各々の得意なことを皆に披露するタ
レントショー。歴代の参加者を募った日米学生会議80周年式典。サンフランシスコの生活を肌で感じるホームス
テイ。多くの人々の憧れでもあるGoogleの企業見学。日本の文化を体験したJapaneseCulturalNight。これらの
プログラムの一つ一つを通じて、自身の五感でサンフランシスコの多様性を感じることができた。そして、米国の
自由で遊び心溢れる雰囲気に日本との違いに衝撃を受けるも、米国参加者と日本文化を楽しみながら、日米の違い
を感じ、日米に通ずるものを発見することができた。

ところが、連日の過密日程により、代表団には疲れも見え始めていた。分科会内の議論を重ねる毎に、問題点が
露わになり、コミュニケーションの難しさにも直面した。また分科会以外でも、毎日早朝から夜分遅くまで様々な
プログラムが隙間なく詰まっており、体力的にも精神的にも厳しい日々となっていた。サイト担当者としては、参
加者が少しでも多くのことを吸収して欲しいとの思いから、一日にいくつものプログラムを盛り込んだ。だが、自
分たちの希望の押し付けになっていないかという葛藤、また、ホスト側ではない担当者としてどのようにアメリカ
側実行委員を支えようかと悩んだこともあった。そんな苦悩を乗り越え、代表団の楽しそうな姿や喜びの声を聞く
度に、サンフランシスコ特有の経験を提供できたと感じている。本サイトでの経験が、一人一人の将来に欠かせな
いものとなっていることを願う。

第2開催地コーディネーター

1l
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第3開催地ニューヨークでは､『平和と将来｣を主題にプログラムを構成した。米国で｢平和｣を考えるにあたって、
2001年に起きたアメリカ同時多発テロ事件を避けて通ることは出来ない。代表団一行は、旧世界貿易センタービ
ル跡地に建設された9/11Memorialへと足を運び、メモリアルサイト付近にあるミュージアムで事件の悲惨さを
学んだ。ミュージアムでは、代表団の学生たちが日米両国の視点で事件当時の様子を語り合い、テロリズムと平和
について意見交換をしているシーンも見受けられた。平和を考える上では、そうした「対話」こそが最も大切な手
段なのではないかと強く思う。

また、終戦記念日である8月15日には「原爆」をテーマにした講演を拝聴した。講演では、原爆がもたらした
悲惨さを豊富な映像資料を用いて学んだが、米国人学生にとっては、そのような機会は新しく、また貴重であった
ように思える。講演後には、核兵器問題の現状を捉えた上で、学生内で解決策を議論した。

「将来」を考えるにあたって、多種多様な業界の代表者を集めたパネルディスカッション、および学生と社会人
とのネットワーキングからなる「CareerFair」も行った。各業界の最前線で働く社会人の方々との交流は、各人が
抱く将来へのキャリアビジョン明確化に寄与したことだろう。

こうしたニューヨークでの経験が、代表団ひとりひとりの平和構築意識へと繋がり、社会人として働く中でも、
何らかの形で平和維持・希求に貢献していって貰えればコーディネーターとしてこの上ない幸せである。

第3開催地コーディネーター
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ワシントンD.C.は意外にも静かな都市であった。第3開催地ニューヨークの活気に慣れていたからか、一層強
くそう感じられた。しかし一歩踏み入れると、そこが政治と国際関係が渦巻くアメリカの首都であることをすぐさ
ま実感した。

US.CapitolVisitorCenterで開かれた日米安全保障に関するパネルでは、まさにアメリカが世界に誇る情報網と
戦略的思考を垣間見ることができた。安全保障を保つ上で、日本とアメリカは戦略的な提携関係にあることを確認
した。

また日本がアメリカに桜を寄贈したことで、毎年ワシントンD.C.で開かれるようになった桜祭りが象徴するよ
うに、日本とアメリカは友好関係にある。日系人のアメリカ兵として太平洋戦争で戦ったTerryShima氏の講演は
日本とアメリカの複雑な歴史を物語った。祖国とは敵側の立場で戦ったというご経験も、二国が友好関係にある今
だからこそ語り得たことであろう。また、日本人と結婚なさったBork氏に招かれて開いた、Bork邸での立食パー
ティーも、日本とアメリカの友好関係を願う人々の想いを象徴していた。

最終サイトという性格をもった本サイトは最終発表であるファイナルフォーラムが控えている。約1ヶ月の議論
の成果を集約することに参加者は必死になった。発表を終えた参加者は、重荷を下ろしたように表情が晴れ、達成
感で溢れているようだった。

最後に次期実行委員を選出し、第67回への樺をつないだ。このようにして今後も日米の友好関係は学生レベル
でも繋がれていく。

第4開催地コーディネーター
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分科会統括

～芸術とアイデンティティ～

◆農術とアイデンティティ分科会の意義

「芸術は人類にとって必要か｡」そんな問いに始まり、この分科会は設立された。人間の生命維持活動に必要

不可欠ではないにもかかわらず、なぜ人間は、古来より芸術創作活動を行ってきたのだろうか。軍事力や経済

力が陸l家間のパワーバランスに大きく影響を与える一方で、芸術が持つ文化的な力がもたらす影響度は決して

大きいものではない。しかし、それでも人は芸術という文化活動を続ける。だからこそ当分科会は、「芸術」と

「人間」の関係性を見つめ直し、芸術の社会的役割とその価値を模索することを意義とした。

◆事前準備活動

l春合宿

分科会員が初めて対面した春合宿では、「芸術」という抽象的な言葉の定義に悩まされた。そもそも全員が芸

術分野を専門に学んでいる学生ではなかったため、漠然とした芸術というものを、どの切り口から語るか合意

形成に努めた。結果的には完全な合意形成には至らなかったが、個々の関心を共有した時に見えてきた議題は、

「芸術の社会的役割」であった。そのため、春合宿以降での方向性として、個々の関心分野である伝統芸術の

価値、文化外交、平和と芸術、俳句などに関連する組織や知識人への積極的なフィールドトリップを通じて見

識を深めつつ、「芸術の社会的役割」を模索していく運びになった。

2.防衛大学校研修

防衛大学校の学生は、「藤田嗣治（レオナール・フジタ)」を題材に素晴らしいプレゼンを披露してくれた。

藤田嗣治は大正期の画家で、日本で生まれ、l劇家としての人生はフランスにて過ごした。彼の代表的な作品と

して戦争画が挙げられるが、彼が芸術として極めたその画が戦争協力だという原因で、日本政府は彼を日本か

ら追放する。失意のもとにフランスで画を言き続ける中で、どうしてもn本を忘れられない藤田はこのように

述べている。「私が日本を捨てたのではない。日本に捨てられたのだ」「私はフランスに、どこまでも日本人と

して完成すべく努力したい。私は世界に日本人として生きたいと願う。それはまた、世界人として日本に生き

ることにもなるだろうと思う｡」日本人アイデンティティを抱えながら、画という自己表現を通じて自身の想い

を訴える。これこそまさに、アイデンティティが芸術に投影されている例であり、芸術の価値を見た気がした。

銅
』

初めての集合写真を春合宿にて撮影。 議論を交わした防衛大学校生と撮影。

14
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3.フィールドトリップ

＜文部科学省国際課課長 今里様＞

文部科学省という政府的な立場から、「芸術の社会的役割」や文化芸術保護・促進にどのように国家が携わっ

ているのかをお伺いした。一貫して相互理解のため、そして世界平和のための文化交流を目的とし、活動され

てきた姿が印象的だった。

・文化財の保護と活用

文化財の活用は、文化財の可能性を生かす上で有効だが、観光資源としてのみ利用されてしまうことにも問

題がある。文化をただ活用し、消費するのではなく、並行して保存を考えなければいけない。

・文学の保護に関する問題

文学の持つ言論、思想の自由を求める性質は時に体制批判の役割も担ってきたため、国の保護の対象になり

にくい。

＜国際交流基金＞

・アートがコミュニティに与える力

日系ブラジル人アーティストTitiFreak氏の東日本大震災後の活動を例に、アートがコミュニティに与える力

を学んだ。TitiFreak氏は壁や建物に直接スプレーで描くグラフィックアーティストであるが、宮城県石巻市の

仮設住宅にグラフィックアートを描くことによって、仮設住宅に住む人々にl)グラフィックアートを話題に

した住民間の「対話」2）自分の住む場所に対する「誇り」をもたらした。

＜浮世絵保存協会＞

・伝統文化芸術の技術保護と継承

浮世絵を制作する職人はすでに国内にほとんど存在せず、最後の徒弟制度による最後の彫師である石井さん

にお話しを伺った。政府だけではなく、日本の社会全体で伝統文化の価値、守る意味を受容し、伝統文化を社

会が必要とする体制を作っていかなければならない必要性を強く学んだ。

＜日本芸術文化振興会＞

・日本の文化活動における経済的背景

日本には豊かな伝統文化が現存しているにもかかわらず、それを保護し継承するための文化予算は低いとい

うことを、国家予算耆を見ることで目の当たりにした。

・伝統芸術の後継者問題

将来を担う世代に邦楽や芸能を楽しんでもらうためには、芸術教育などの文化活動を促進させるための国か

らの支援が必要不可欠であると感じた。また、もう一つの問題点は、日本の伝統芸能というのは無形文化財で

あるがゆえに、技の担い手が残したいという強い思いがない限り、伝承されていかないことであった。

＜立教大学現代心理学部映像身体学科松原大輔さん＞

・身体芸術の可能性

松原さんは大学で身体芸術を学び、その傍らサークル活動として病院や学校を訪問し、クラウン（道化師）

として人々を楽しませている。クラウンのような身体芸術はお年寄りや子供､障碍を持つ方など幅広い層の人々

15
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を楽しませる素地を持っているということを学んだ。複雑な芸術を理解することが難しい人々でも、クラウン

のようなわかりやすいエンターテイメントであれば楽しむことが可能であり、より多くの人に楽しみを届ける

という意味で身体芸術の可能性を感じた。

＜「アートプロジェクト」の著者である東京藝術大学教授熊倉様＞

アートプロジェクトの第一人者である、東京藝術大学音楽環境創造科教授の熊倉純子先生からお話を伺った。

アートプロジェクトとはアートやアートに関わるイベントを用いて地域活性化などに貢献することである。

・アートプロジェクトが日本社会において果たす役割と、その可能性

近年アートプロジェクトは地域活性化政策としても活用されており、注目を浴びている。その背景には、表

現をしたいアーティストと、地域を盛り上げたい地方自治体との相互利益関係が背景にある。一般的に認識さ

れている美術館的な芸術と異なり、アートプロジェクトにおける芸術はむしろ街の中に存在する。その展示形

態は様々であるが、民家を改造してアートにしたり、工場そのものをアートに作り変えたりと、日常にアート

を組み込むことができる。この日常とアートという形態がH本人のアートへの関心を掻き立て、相互の距離を

縮めるのではないかと思う。

＜「紛争と文化外交」の著者である福島様＞

・文化外交という平和構築

国際関係論の専門でいらっしゃる福島様には、今回、文化外交を通したアートの意義についてのお話を伺っ

た。対立の壁を越えた人物交流の実現という、アートだからこそ可能になる平和構築という点は特に印象深い

話であった。ユーゴスラビアやイスラム地域で民族が入り混じったオーケストラが結成され、「民族」という

アイデンティティではなく、「音楽家」というアイデンティティを通して一つの音楽を作り上げることができ

たのはその一例である。

◆本会議

当初の日本側代表団の狙いとしては、日米両国の芸術作品を紹介しつつ、文化的差異の共有と作品に投影さ

れている両国のアイデンティティを模索することを通じて相互理解を図ることであった。しかし実際には、米

国側代表団は日本文化に専門に大学で学んでいる学生であったため、両国を対照化するということは果たしえ

なかった。さらには、日米両国において「芸術」の定義も異なれば、分科会員全員の関心分野もバラバラであ

ったため、第1開催地デモインにおいては、個々の関心の共有と、今後の会議の方向性を決めるのに終始した

のであった。

第2開催地サンフランシスコに場所を変えてもなお方向性は収束せず、議論が行き詰まった。ところが、サ

ンフランシスコ・アジア美術館を訪れ、そこで出会ったある絵画をきっかけに議論の方向性は徐々にまとまっ

ていった。絵画は森村泰昌の『肖像（双子)』と題されたポートレートで、私たちがトランスジェンダーあるい

は日米両国のジェンダーに関する認識の違いと向き合う契機となった。一見作者の個性に見える作風は、その

芸術の背景にある時代的、地理的、文化的要因に大きく左右されているという点を共有できたことは大きな前

進であり、芸術が社会を表象するものとして、深く人間の生活と関わっているということが実感でき、その後

の議論を進める上での大前提となった。

第3開催地ニューヨークでは、9/llMemorialで日本から送られた平和を願う千羽鶴や噴水のモニュメント
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を見ることで、「芸術」のなす役割について米国側学生と意見を交わした。千羽鶴自体が追悼・平和への願い

を象徴的に表していることから、人間が作品を通して感情表現することを再認識し、芸術の持つ力を感じた。

また、9/11MemorialMuseumという存在自体が「アイデンティティ」の中で重要なナショナリズムを掻き立

てているか否かについても議論を行い、非常に有意義な時間となった。一方で、ファイナルフオーラムヘの焦

りから、第3開催地で初めて分科会内で意見が対立してしまった。そんな中、NYのハーレム等を中心に暴力

と社会、芸術の関係を研究なさっている多摩美大の中村教授からお話を伺う機会に恵まれた。中村教授は沢山

のことを教えてくださったが、そもそも日米の違いを発見した後で、その違いにどのように向き合っていくべ

きなのか、という重要な問いも投げかけてくだった。見落としていた重要課題に気付いた私たちは、それを含

めて改めてディスカッションし、またメンバー1人1人を理解しようと努力することで意見の衝突を乗り越え

ることができた。

第4開催地ワシントンDC、ファイナルフオーラムで行った最終的なトピヅクとしては、近年のジェンダーに

対する考えの変化、日米のジェンダーの違いを探ることで、日米の違いにどのように向き合うかに繋げて考え

た。

◆分科会総括

当分科会「芸術とアイデンティティ」は、芸術作品の背景にある文化的アイデンティティやその歴史を考察

し、「芸術」と「人間」の関係を再考するとともに、芸術の社会的役割と価値を模索することを目的とした。分

科会員は芸術分野を專門に学んでいる訳ではなかったため、事前準備活動としてフィールドトリップを存分に

活用し、知見を深めていった。例えば、日本芸術文化振興会では、日本国家の伝統文化・芸術に対する不十分

な支援について学び、考えさせられた。たしかに国家間のパワーバランスを考えるとき、影響力が大きいのは

軍事力や経済力であり、芸術のような文化的な力が直接的に他国へ影響を及ぼすということは多くはない。し

かしそれは、文化芸術が社会的価値を持っていないという訳ではなかった。むしろ、フィールドトリップと議

論を繰り返す中で感じたのは、芸術には十分に価値があり、だからこそ古来より人類は芸術創作活動を行って

きたのだと。

本会議では、芸術作品を通して日米における文化的嗜好を知ると共に、アイデンティティが芸術作品に与え

る影響について、美術館で作品を取り上げながら話し合った。例えば、西洋人画家マネによって描かれた絵画

と、その絵画をジェンダーのメッセージを添えてりメイクした日本人画家の話を中心に取り上げ、絵画に投影

されているアジアと欧米のアイデンティティを考察した。

本会議中には、分科会員同士の議論の衝突や人間性の対立等も生じた。しかし結果的には、全員で対話の機

会を設けることにより障害を乗り越え、相互理解を深めることができたと思う。

また、抽象的な議題に対して、分科会員は知識吸収（インプット）と議論（アウトプット）を繰り返すこと

で自分たちなりの考えを深めることができたように思える。同時に、一般的に学生が議論することのない「芸

術」という議題を、日米両国の学生が真剣に議論したことには大変な意義があった。分科会コーディネーター

としての願いは、今回の学びをただ経験として消費するのではなく、会議が終ってこれから「個」として活動

していく中でも、その経験の省察をし続け、出来得るならば両国の文化芸術に携わるプラスのアクションにま

で結びつけてほしい。

最後になりますが、当分科会にご協力頂きました多くの皆様に深く感謝を申し上げ、分科会総括とさせて頂

きます。
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分科会統括

～環境問題における国家、企業、市民の役割～

◆はじめに

環境問題を扱う分科会は、日米学生会議の長い歴史を見てもほぼ毎年設置されている。それ程、環
境問題は私たちにとって身近な問題であると言える｡第66回日米学生会議に環境問題を扱う分科会を
設置することが決定した当初から、日米の大学生が毎年環境問題について議論を交わしていれば、そ
の内容はありふれたものになってしまうであろうことは安易に予測出来た。そこで今年度の会議では、

分科会名を「環境問題における国家、企業、市民の役割」とし、当分科会所属の参加者には、環境問
題に関する議論で偏りがちな国家単位での環境問題への取り組みに限らず、各企業、市民一人ひとり

が其々の立場で環境問題を向き合い、其々の場所で何が出来るのか、何をすべきなのかに焦点を当て
て議論することを期待した。

◆存合病

5月に開催された春合宿で開始された分科会活動は､メンバー一人ひとりの興味関心を｢環境問題」

を中心としたマインドマップに書き記すことに始まった。そのマインドマップから、メンバー全員に
環境問題に関する知識が不足している事が解り、マインドマップを基に議論を始めても環境問題から

外れ、発展途上国問題に関する議論ばかりが発展してしまう側面が見られた。同時に、日本側メンバ

ーの英語力の不足も、否定出来ない事実であった。そこで、春合宿最後の分科会討論で、事前準備の

第一段階として、分科会メンバー一人ひとりが「地球温暖化」「東日本大震災による福島第一原子力発
電所の事故」「環境汚染による公害病」等とトピックを決め、知名度の高い環境問題に関して調査を行
い各自の意見をまとめる、という方針を定めた。
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｢環境問題」を中心に記したマインドマップ

◆環境×英語勉強会

春合宿での決定を基に、設定したトピックに関して、各自約半月間調査を行い、5月下旬から6月

上旬にかけて、其々の調査結果を英語で発表し議論する「環境×英語勉強会」を2度程実施した。そ

こでは、不足していた環境問題に関する知識を補うと共に、勉強会の全てを英語で行い、本会議の「英

語漬け」の環境に慣れることを目指した。各自が行った調査研究により、環境問題には未だに真相が
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見えない部分が多いこと、環境問題は国家間の問題ではなく、人々が自ら進んで環境問題に目を向け、

改善に向けて取り組まなければならないこと等、一見当たり前のことでありながら実際には理解され

ていない、実行に移されていないことが数多くあることを再認識することとなった。

◆防衛大学校研修

6月に開催された防衛大学校研修では、防衛大学校の学生5名と環境問題に関して議論を交わした。

初めに、分科会メンバーがそれまでの議論内容や調査結果を発表したが、防衛大学校の学生にとって

も、調査前の参加者同様、環境問題は身近なでありながらも普段大きな関心を寄せるものではなかっ

たようだった。一方で、環境問題に関する専門知識が少なかったことから、防衛大学校の学生は「一

般市民」の視点に立ち、環境問題は身近な問題であることは解るが実情があまり伝わってこないので

現実味が薄い、環境保護を組み込んだビジネスを行えば効果が出るのでは、等の意見が出た。

専門的な知識を深めていた分科会メンバーにとっては、市民の立場からの意見は非常に新鮮であっ

たと同時に、初心に返るきっかけとなった。

◆その他の事前活動

分科会独自の事前活動として、当分科会では身近な場所で環境問題に配慮した研究をしている大学

2ケ所をフィールドトリップとして訪問した。6月下旬には、分科会メンバーの一人が所属する千葉

大学の植物工場を訪問した。環境問題に配慮しながら味も良い野菜等を育てる日本の技術をアメリカ

側にも伝えるべく、メンバーは熱心に見学していた。また7月下旬には、環境問題と経済を専門とし

て研究されている立教大学の大山利男先生にお話を伺い、市民として学生であるメンバーに出来る事

は何か、等の貴重なご意見を頂いた。実際に目で見て耳で聞くことにより、日本の環境問題に対する

取り組みや研究についての知識も深めていった。

しかしながら、分科会メンバーの意見や価値観の相違、定例分科会ミーティングの必要性を感じな

い、英語力不足に関しても特に不安視はしていない、という一部の参加者の意見から、他の分科会や

例年の日米学生会議で見られるような活発な事前準備活動は当分科会では見られなかった。

◆RTペーパー

毎年日米の参加者全員が其々の分科会に関する興味関心や各自の主張、及び本会議の分科会活動に

おいて議論したい議題等について書く「RTペーパー」と呼ばれる論文では、当分科会では「環境問題

と地域発展｣、「水俣病の分析｣、「原子力｣、「福島原発事故後のエネルギー問題｣、「水問題」等に関す

る論文が提出された。これらのテーマを基に、本会議の分科会活動が進められることとなった。英語

での論文の執筆は日本側参加者にとっては珍しい経験であり、苦労する面も多々見られたが、修正を

重ねた結果、比較的完成度の高い論文を完成させることが出来た。

◆直前合宿

8月上旬、渡米直前に開催された直前合宿では、其々の調査結果を踏まえて、日本側参加者間で本

会議では「環境教育」に焦点を当てて議論したいとの見解で合意した。分科会発表では、それまで各

自で調べた調査結果、RTペーパーの内容、直前合宿で合意した環境教育に焦点を当てて議論していき

19



eThe"thJ"……副udentConference
たい旨を英語で発表した｡発表自体は英語でもスムーズに行う事が出来､参加者の自信に繋がったが、

質疑応答の際は調査の成果を発揮する事が難しく、環境問題に対する理解の欠如や英語力不足が浮き

彫りとなり、本会議に向けて新たな課題発見の場となった。

◆本会議

第1開催地アイオワで米国側と合流した後は、当分科会所属の米国側参加者が全員日本語に堪能で

あったことから、日本側参加者の英語力不足に配慮し、日米学生会議としては非常に珍しく議論の大

部分が日本語で行われた。その結果、日米学生会議で例年見られる、日本側参加者の「もっと言いた

いことがあるのに英語だと上手く伝えられない」という言語の壁を原因とする葛藤は、当分科会では

殆ど見られなかった。

本会議における分科会活動では、各自のRTペーパーを読み合うことから始まった。その後はお互い

の関心のある分野に付いて議論を行ったが、特に東日本大震災の津波による被災地の環境問題や福島

第一原子力発電所の事故による放射能汚染の問題に関しては米国側参加者の関心も強く、「福島産の食

物は本当に安全なのか」「日本は放射能汚染されていて危険だから行くなと言う人もいるが、日本人は

日本で生活していてどうなのか｣、等という質問が飛んだ。日本側参加者からは、「放射能汚染と言っ

ても、体内に吸収される放射線量はX線やCT検査で受けるものと変わらない」という意見が出る等、

白熱した議論が展開された。

本会議中ほぼ毎日設けられていた分科会の時間内の議論に留まらず、当分科会の参加者達は本会議

中に訪問した様々な場所で環境問題に関係するものを見つけては記録するなど、積極的に活動してい

た。第一開催地アイオワでMeSkwakiSettlementを訪問した際は、農園を真剣に見学し、現地の方々

に環境問題に関する意見を積極的に聴き、またWorldFoodPrizeを訪問した際や農業フオーラムにお

けるパネルディスカッションの際にも積極的に手を挙げ質問する等、機会を逃さず有権者の意見を記

録していた。

参加者は、本会議前半から日程に含まれていない時間にもミーティングを行い、熱心に議論をして

いた。本会議の集大成となるフアイナルフオーラムを「学生としての意見を発信するチャンス」と考

え、人々の心に残る発表を行うべく、第1開催地滞在中から準備を開始していた。当初は、本会議中

に訪問する様々な場所で人々に環境問題への関心に関するインタビューを行い、その映像を組み込も

うとする等、分科会を単なる「環境問題に関心のある学生の集まり」で終わらせないよう、日々努力

していた。第2開催地サンフランシスコで開催された日米学生会議OBOGとの分科会討論では、学生

当時環境問題に関する分科会参加者として議論した経験を持つOBOGと出会い、参加者は「学生とし

て」の環境問題に対する視点を示し、OBOGからは「社会人として」「大人として」の視点を教わり、

より広い視点から議論を深めるきっかけとなった。

第3開催地ニューヨークでは、それまでの議論や有識者との交流を通じて得た知識やそれに対する

意見を踏まえ、毎晩深夜までファイナルフオーラムでの発表の構造を練った。最終開催地ワシントン

DCに入った翌日に行われたファイナルフオーラムのリハーサルでは比較的完成度の高い発表を行っ

たが、分科会内では「退屈だった」との意見で合意し、本番前日に構造を練り直すという大きな挑戦

に出た。十分という限られた時間の中で三週間の議論の成果を示し、自分達が出した結論を提案する

ことに、参加者はただ必死だった。
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◆ファイナルフォーラム

ファイナルフオーラムでは、日本側が直前合宿で焦点を当てて議論したいと合意した「環境教育」

に関する提言を行った。初めに、其々の環境問題に関する興味関心について触れ、ロードアイランド

州における環境問題への取り組み、日本側参加者が事前活動で訪問した千葉大学植物工場における環

境を保護しながら野菜等を栽培するシステムを紹介する等、日米両国の現状をケーススタディとして

示し、その後環境問題一つひとつを改善する手段として、「環境教育の充実の必要性」を主張した。

環境教育を充実させる手段として、分科会で構想を練った児童生徒の成長段階に合わせた二つの環

境教育プログラムを提案した｡一つ目は､小学校中学年の子どもを対象とした野外教育プログラムで、

自然環境保護に関する知識理解を育む事を目的としていた。二つ目は、学生が集い環境問題について

議論し、会議後も其々の場所で活動を続けられるようにするという学生環境会議であった。最後に、

アジア・ユースリーダーズ、InternationJStudentConferenceonEnvironmentandSustainability

(ISCES)、キッズISOプログラム、全国大学生環境活動コンテスト(ecocon)等、現存する環境教育プロ
グラムやコンテスト等を紹介し、環境教育の重要性を訴えた。ファイナルフォーラムでは日本側参加

者も緊張しながらも英語でプレゼンテーションを行い、質疑応答にも英語で対応することが出来た。
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◆総括

当分科会が発足した当初は、参加者の知識や英語力の向上を目指し、様々な活動を提案した。しか

しながら、参加者の希望をからそれらの殆どを実現できないまま本会議を迎えることになったことは

後悔が残る。しかし、三週間の本会議を通して、当初は分科会活動をあまり積極的に行わなかった日

本側参加者も、真剣に議論する姿が見られた。英語力を向上させ、本会議では英語で議論出来るよう

にするという当初の目標は達成されなかったが､この第66回日米学生会議が分科会メンバー全員にと

って成長の機会となっていれば幸いである。

最後に、当分科会の活動においてご協力頂いた全ての方に御礼申し上げ、分科会総括と致します。
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分科会統括

～移民の功罪と展望～

◆移民の功罪と展望分科会の意義

移民の功罪と展望分科会（以下、移民RT)は、「移民」という側面から物事を捉えることで、「異

なる文化を有する人々が共生するとは｣、「人の移動が規制されるのは何故か」等といった根本的な

問いに日米両学生に自由に議論して欲しいという願いから発足した。移民RTの活動に関して、主に
春合宿、事前活動、本会議活動の3つの時期に分けて以下述べる。

◆移民RT活動の流れ

▼ 各自の関心事項の共有

5月 春合宿

ミーティング及びディスカッション

地方自治体やNGOへの訪問

日本側の意見形成

･両国のそれぞれの関心事項の共有

･政策提言に向けての議論

方針転換

フアイナルフオーラムでの発表月 本会議8月 本会議

▼
◆春合宿（5月）

事前に、各メンバーには移民に関連する話題に関して現時点で自身の興味のある事項を調べ、春

合宿において持ち寄る形にした。4名の持ち寄った話題を簡単に述べると以下のようになった。
①移民の教育に関して。

自身の小学校で、国籍の異なる友人との交流が契機となった。

②移民を国際協力の一部と捉え、日本への受け入れを行うことは可能か。

国際協力に関心があり、さらに祖父が米国にて移民として居住していたことが契機となった。
③移民の人権保護に関して。

自身の専攻が人権であること、そして難民の保護に関して興味があることが契機となった。
④人が国籍という理由だけで自身の権利が制限されるのは何故か。

自身がハーフであることが契機となった。

関心事項がそれぞれ異なるだけに、当初は困惑した表情を皆が示していた。しかし次第に各メン

バーがそれぞれの意見を出し合い、最終的には8月の本会議までの目標を定め、その目標を春合宿

の最終日に全体へと発表することとなった。春合宿時点での目標は以下のようであった。

命題：日本において、移民を受け入れるべきか否か。

最終目標：日本政府に対して、政策提言を行う。
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要議論事項：

①移民への教育に関してはどのようなことが必要なのか。

②移民の人権を保護するためには。

③国際協力の一環としての人材育成という観点から受け入れることは可能か。

④そもそも国籍で人を判断することは許されるのか。

以上のような形で、事前活動を行うという方針に決定し、春合宿は終了した。

事前活動（5月～7月）

まずは、各自の移民に関する知識不足を補うため、日本の出入国管理制度や移民を受け入れてい

る国の歴史などを調べることから始まった。その後、移民の定義とは何か、日本と移民を受け入れ
ている国との違いは何かなどを調査した。結果として以下のようなことを問題視するようになった。
①現時点で、国籍の異なる人を受け入れる条件として、学歴や語学力、年収を重視している。つま
り、日本に経済的に有益とみなすことのできる人材のみ受け入れようとしているのではないか。
②仮に上記の条件を満たしていても、ビザを取得する手続きが非常に複雑であり、移民へのサポー
トがなされていない。

③仮に日本に入国したとしても、安価な労働力として搾取される場合がある。

以上のような問題点をあげた上で、移民RTとしては以下のような根本的な問いに直面した。
①そもそも移民を受け入れて、多文化共生を行うとはどういうことなのか、多文化共生とは何か。
②同化政策や統合政策といったものは多文化共生を否定しているのではないか。

③異なる文化を尊重し、同じ地域で共生していくためにはどうすべきかを議論した。

結論：米国における教育制度や法整備、国籍の付与の方法などを参考にできるのかと考えた。そこ
でこの点に関して、本会議において議論を深め、最終的には米国側の意見をとりいれた政策提言を
実現させるという方針をとった。本会議までは、各自春合宿で関心のあった分野を興味分野に関し
て知識を深め、地方自治体やNCOを訪問して現場の声を聞き、本会議に備えた。

◆フィールドトリップ

・国家公務員新井田理恵さん

国家公務員という立場から日本の出入国管理に携わ

る新井田さんの率直な意見を伺った。そこで、日本を

訪問する人々に求めるものと、それまで移民RTとし

て議論してきた移民へのサポートとの違いを実感した。

民官との間で、やはり差があるのかということを考える

きっかけとなった。
新井田さんとの対談の様子
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◆本会議（8月）

最初の開催地では、初めて米国側と顔を合わせるということで、まずは各々の関心分野を共有し
た。米国側参加者4名が持ち寄った関心事項は以下のようであった。
①日本の移民問題に関して。

日本は移民を受け入れるべきだという立場の基に、高齢化の進む日本が移民を受け入れる上で、生
じる可能性のある問題に関して。

②ブラジルへの日本人移民に関して。

2016年に開催されるリオデジャネイロオリンピックに際して､ブラジルは移民を受け入れたがって
いる。その上で日本は移民を送り出すべきかに関して。

③日本への留学生が抱える問題について。

日本に留学した多くの学生がコミュニケーションや文化の違いによって苦労している。日本の大学
制度の見直しに関して。

④日本の移民受入れに際する注意に関して。

移民を受け入れれば、犯罪や文化的摩擦が生じる。その対処法に関して。

事前活動において、日本側が準備してきた内容に共通する点もあれば、大きく異なる部分も生じ

た。そのことが一因となり、日本側と米国側との間に方向性の違いが見られるようになった。
日本側の方針：

政策提言を目標としていることもあり、まずは具体的にいつ、何を話すかの計画を立てたい。そし
て政策を考える前に移民の定義など抽象的な事項に関して議論したい。
米国側の方針：

抽象的な議論を試みるよりも、米国における不法移民の問題といったような具体的な事例を全員で
考え、議論したい。

日本側と米国側の性格の違いが明確に表れていたように思う。しかし、誰も両者の主張の差異を
埋めようとすることができなかった｡会議中盤に第三者に移民RTとしての目標が明確でないという

指摘を受けた。そこで、それまで政策提言に固執していたことに気が付いた。その後の意見共有の
結果、日米学生会議の移民RTとして学生にしかできない議論をしたいという結論に至った。そこで

各自が議論したいことを持ち寄り、そのことについて議論することとした。そしてそこからの気づ
きを最終的に発表することとなった。

各自議論したいことを整理し､議論することとなった。各自議論したい議題は以下のようであった。

①Globalizationvs.Segregation

②Immigrationandldentity

③Canimmigrationbeatoolofintemationalcooperation？

④Isitgoodtohaveonlyoneo錨ciallanguageorseveral？

⑤Educationandimmigration

⑥Shouldgovemmentsputagelimitsofanykindonpeopleimmigratingintheircountries？
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⑦Shouldundocumentedimmlgrantsbeabletorecelvepermanentresidency？
③Shouldthegovemmentgrantpermanentresidentsanyrightstovote？

◆議論内容例:

④Isitgoodtohaveonlyoneo錨ciallanguageorseveral？

一つの公用語支持派の意見 複数の言語支持派の意見

’

．より強固な国家アイデンティティの形成

・皆が共有し合える言語の必要性

・皆が公共サービスの利用が可能

・政府の役割に言語の保護は含まれない

､マイノリティに対しての公平性の確保

･マイノリティを認める手段

･言語に関係なく、グローバル社会には適応できる

⑦Shouldundocumentedimmigrantsbeabletorecelvepemanentresidency？

賛成派の意見 反対派の意見

・社会への十分な貢献 ・不法滞在増加の危険性

・一定時間の労働 ・正式な手続きを踏まない移民をより受け入れる
・義務教育の終了 こととなる可能性
以上3つの条件を課せば賛成

分科会総括

移民RTでは、当初目標としていた政策提言を達成することはできなかった。最終的にファイナル
フオーラムで発表した内容も、より早く議論自体に取り掛かっていればより具体的に議論が可能と
なり、より独自性のあるものとなったかもしれない。議論の内容のは、日米学生会議において重要
なものである。しかし同様に、ファイナルフオーラムまでに全員で話し合い、それぞれが葛藤しな
がらも方向性を決め、それに向かって取り組むといいう過程も当会議で得られる一つの重要な経験
であると感じている。

最初には予期できなかったようなすれ違いや衝突を経て、初めて気づくこともある。日米の両学
生が今問題と捉える議題に関して限られた時間でも議論する。時には答えのない問いにも取り組む。
移民RTにとっては、そこに意義があると最終的に考え活動を行った。それが正しかったのかは分か
らない。しかし、移民RTでの経験がそれぞれにとって大きな意味を持つものとなったと確信してい
る。移民RTのそれぞれが、ここでの経験を糧に今後の日米間の平和を担う一員となることを願って
いる。

最後となりますが、当分科会にご協力賜りました全ての方々に感謝申し上げます。誠にありがと
うございました。
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分科会統括

～現代における歴史教育とその社会的影響～

◆分科会の意義

国民国家の成立以降、歴史教育は国家に愛国心を持った国民を創るために重要な役割を果たして
きた。しかし、歴史認識の差異は国家間、民族間対立を生み出す原因にもなっている。当分科会で
は、現代の歴史教育とそれによって引き起こされた問題を考察し、国家や社会、市民にとって理想
の歴史教育をどのように実現するべきかを考察する。

◆事前活動

分科会の日本側代表団が最初に集まった春合宿では、まず歴史教育にどういった考えや問題意識
を持っているのかについての共有を行った。メンバーの多くが国家やメディア、インターネットな
どの外的要因によって歴史教育が影響をうけることの危険性を述べていた。また日本における歴史
教育が他国の歴史教育と比べて、どういった特徴をもっているのか、海外での歴史教育の影響につ
いての議論も盛んに行われた。ドイツでの戦後歴史教育やルワンダのジェノサイド後の教育、ロシ
アにおける歴史教育の政治利用、アメリカによる日本教育への影響などを各個人の分科会ペーパー
にて調査、執筆することが決まった。

6月に行われた防衛大学校の自衛官幹部候補生との議論では､現在の日本の歴史教育の利点や問題
点について積極的な議論を行った。防衛大学生の中には、歴史教育は自国の愛国心強化の為にある
という考えを持った学生が多くいた一方で、海外留学経験のある一部の学生が、歴史教育において
は国際協調に重きをおくべきという考えを持っていた｡愛国心育成のためには現在の"自虐史観"的な
教育を変え、戦争中の日本政府や日本軍の功績を描写すべきだといった意見と周辺諸国との協調の
ために過去の戦争犯罪を教えるべきだといった意見の衝突があった。

春合宿や防衛大学校での議論を経て、メンバーは歴史教育の目的はどうあるべきなのかについて
の視点を得た。7月末の直前合宿では、3ケ月の成果と本会議での目標を日本側代表団に向けて発
表し渡米に向けた最後の準備を行った。

戸

』

ー

防衛大学生と 春合宿でのプレゼンテーション
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◆会議活動

1．デモイン

第1開催地、デモインではまず事前準備期間に調査していた各自の歴史教育に関する問題に関し
ての共有と議論を行った。日本側はメディアの影響、ロシアにおける歴史教育の政治的利用、ドイ
ツの戦後教育、ルワンダにおける歴史教育と平和構築について発表し、アメリカ側は、現代の日本
の歴史教育の問題点と改善方法について、アメリカの歴史教育の偏り、刀と日本人のイデオロギー
の関係、歴史教育の政府による窓意的な利用の8つの論点を議論した。幸いなことに、当分科会の
メンバーは日本人、日本人帰国子女、日本と外国人のハーフ、中国人、韓国人、アメリカ人と多様
性に恵まれ、議論では多くの視点や各出身国の国民の考え方を共に学びながら進むことができた。
また事前準備で調査した8つのテーマはそれぞれ異なっていたものの、メンバー全員が日米を含め
たアジア太平洋地域の歴史教育の重要性と問題意識を持っていることがわかった。

デモインではアメリカ原住民が生活するメスクワキセトルメントとメスクワキ族の民族博物館に
訪れ、原住民の老人から講義を受ける機会があった。彼は「我々は200年前にヨーロッパ人に迫
害されたことをいまだに恨んでいる。彼らは自分の国に帰るべきだ｡」と感情的に述べていた。過去
の戦争や現在の対立を乗り越えるために、歴史教育をどう改善していくかを考えていたメンバーに
とって、彼の感情的な主張を聞いて大きな衝撃を受けていたと同時に、彼のように民族による教育
を強く受ける教育の危険性を再認識する機会となった。
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原住民の方による講演デモインでの議論

2．サンフランシスコおよびニューヨーク

第2開催地サンフランシスコでは1つのグループとして何を議論し、ファイナルフオーラムにど
んな発表をするのかを考え始めた｡まず我々は分科会名である､"ModernConsequencesofHistorical

Education"の"ModernConsequencerとは何のことを示唆しているのかを考えていった。従軍慰安
婦をめぐる問題や靖国神社参拝の問題、日本の教科書の記述に関する問題など様々な論題が提案さ
れたが、メンバーが特に懸念していたのが日本の若者の右翼化である。「ネトウヨ」と呼ばれるイン
ターネットを使用する排外主義者や「在特会」のようにヘイトスピーチを市街で行う排外主義的な
市民団体の活動は、一般の市民にも影響を与えうる重要な問題だと認識していた。そして我々は、
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こういった排外主義活動が日本で活発になっている理由を議論し始めた。日本の豊かな経済力に裏
付けされた高い国際地位が、中国の拡大によって相対的に低下した結果、国民が自信を喪失し経済
にかわって極端な政治活動に引きつけられたのではないかといった意見や、国民の政治参加の低下
の結果として合理的で教養の高い国民の政治参加の低下が、排外主義者の声を大きくしているので
はないかなどの意見がでたが、グループとしてのコンサセンサスにたどり着くことはできなかった。
第3開催地、ニューヨークではサンフランシスコで決定した「日本の若者間の排外主義活動の増

加」についての原因と解決策を中心に話し合った。我々はまず排外主義活動の原因について第2サ
イトから継続して話し合いを行った。

議論の中で原因を国民の自信の喪失に絞り、なぜ自信の喪失が排外主義活動につながるのかを掘
り下げていった。その中で、現在の日本の歴史教育の問題点や受動的な学生の学力低下などが指摘
された。またナショナリズムが影響を受ける過程をわかりやすくするために、どういったモデルを
使用するかなど実際の発表に向けた準備も着々と進んでいった。

3．ワシントンDCおよびフアイナルフオーラム

ワシントンD.C.で行われたファイナルフォーラムでは分科会として辿り着いた結論を共有するこ

とができた。現代における影響の1つである、「21世紀の日本の排外主義的な活動」がなぜ拡大し
ているのかを、「りんごの木」モデルを使って説明した。ナショナリズム(林檎の木)は学校教育（じ
ょうろの水）によって育てられるが、学校だけでなくインターネット(雨)などからも影響を受けてい
く。このナショナリズムは上手く育つ（赤い林檎）になる時がほとんどだが、まれに外部から影響
を受けた偏ったナショナリズム（黒い毒林檎）が生まれる場合もある。

偏ったナショナリズムが生まれる原因として我々は、歴史教科書の記述のバランス、インターネ
ットの影響、国民が保持する相対的優越感の3つを発表した。現行の日本の教科書では、原爆投下
などの日本の被害や戦争の悲惨さに重点が置かれすぎており、国民の歴史問題に関する知識の欠如
を引き起こしている。また、2ちゃんねるをはじめとしたインターネットの発達は、情報発信のハ
ードルを大きく引き下げ誤った情報の拡散の原因となっている。そして、他者より優れた人間であ
りたいといった人間の本質が、経済不況の中で苦しむ日本人に右翼活動への活動につながっている
と考えた。この3つの問題の解決策として、1つ目に歴史教育での記述を被害中心のものから、戦
争犯罪に関する記述を増やすことや異なる立場の視点や意見を教科書に載せること、2つ目に国民
により歴史問題に対する能動的な学習を促すこと、3つ目に国際交流を増やす交換留学を推進する
こと、4つ目に人間の本質を変えることは不可能だが、他者との"差異"にのみ注目することを止める
ことが必要であると結論づけた。
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◆終わりに

冷戦後の世界では国家間貿易が大幅に拡大し、情報技術の革新は物・サービスの移動の費用を低
下させ、他国民との交流を拡大した。この地域主義が高まっているグローバル世界の中で日本、韓
国、中国などの北東アジアの国は、20世紀の世界大戦の負の遺産に苦しめられている。多くの学
者やビジネスマン、政治家が歴史問題を解決しようと努力してきたが、残念ながら未だに解決には
至っていない。このような状況の中に発足した、「現代における歴史教育とその社会的影響」分科会
では、社会的な立場に縛られない学生として難しい問題に真っ向から立ち向かうことができた。発
表でも述べた日本の学生の一部が右翼化している一方で、我々のように心から現在の状況に危機感
を抱き、解決したいと本気で思っている学生もいるのである。我々が辿った議論はもしかすると違
う学生団体や大人による会議によって行われたものと同じかもしれないが、この分科会に参加した
10人の日米学生会議の学生が議論で得た、「衝突と克服」は将来、歴史問題のみならず国家間、地
球規模の問題を解決する際に必要な経験だったと信じている。日米学生会議の分科会活動としては
夏の活動で終わりだが、国籍、人種、文化の差異や多くの"違い"を乗り越えて、1ヶ月間議論したメ
ンバーが今後、日米を超えた地球社会に貢献して行くことを願っている。

最後になりましたが分科会活動にご協力、ご指導してくださった皆様に心からの感謝を申し上げ、
分科会総括とさせていただきます、本当にありがとうございました。
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分科会統括

～正義と道徳～

◆はじめに

当分科会は、第66回日米学生会議におけるワイルドカードのような存在である。他の分科会と
異なり、これと言った明確な議題が予め設けられてない。そのため、参加者の興味関心を全面的に
反映することができる。しかし、広範囲に渡って論題を扱えるだけに、一人一人には幅広い教養と
積極的に学ぶ姿勢が求められた。各事象の本質を見抜く力が不可欠であり、大変難易度の高い分科
会であったように振り返る。参考までに、今回の代表団を公募した際に用いられた当分科会の説明
文を紹介する。

人々の価値観は地域や文化、宗教など様々な要因によって形成され、それぞれの価値観により多
様な正義が存在する。1994年にルワンダで発生した大量虐殺が、深刻な人権侵害であるとの認識
は各国一致していた。しかし人道的介入とは言え、軍事力を用いて解決することの是非については
見解が分かれた。1人の生命を犠牲にしても、多数の命が助かれば、その殺人は正当化されるのか。
海難事故によって食料を長らく絶たれた4人は、その1人を殺害し遺体を食べ、3人が生き延びた。
そのまま4人が餓死するより、3人が生き残ったことを評価する正義がある一方で、その行為を批
難する正義もある。同じ事象でも、価値観が異なれば正義も異なる。これに対して、道徳は善悪を
判断する規範として、誰もが共有できる普遍的な価値観たり得るのか。当分科会では、価値観を形
成する諸要因を考察しながら、果たして相異なる正義が共存できるのか、道徳は普遍的に共有でき
るのか模索する。

正義と道徳分科会の日米代表メンバー、別れの前に
◆事前活動

当分科会は、日米学生会議の多様性を体現する存在である。秋田、京都、埼玉、東京、富山、日
本全国津々浦々の大学生で構成されていたため、物理的な距離が障壁となった。実際に対面した上
で見聞を深めることが困難であったため、スカイプ上での会議を隔週で行うこととした。各会議に
は担当者を一人設ける形式を取り、その担当者の興味関心に則って議論を重ねるよう試みた。具体
的には、担当者が事前に参考資料や基本情報を英語で発表し、それを動画形式で全体に共有するこ
ととした。英語の予習学習を、日本での準備期間中から意識した結果である。
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四名の構成員がいれば、四つの興味関心がある。ビジネスにおける公正な精神の存在価値、
LGBTなどのマイノリティと差別、世界平和と国家の役割、生命倫理と技術進歩、多種多様な分野
について議論を重ねた。具体的な議論の内容は割愛するが、それぞれのテーマにおいて日本側代表
団として総意を得ることは少なかった。例え国籍は同じであれ、育った環境や受けた教育が異なる
以上、価値観が多様化することは当然である。このようにして、本会議前に日本側の多彩さに気づ
けたことは、米国でさらなる多様性を受容する上で貴重な発見であった。

事前活動の中でも、分科会の構成員が一堂に会することのできた春合宿と直前合宿を特に取り上
げたい。春合宿おいては『正義』と『道徳』の二つの抽象的な言葉の定義を議論した。言葉の意味
が各自によって異なっては、有意義な話し合いができないと考えたからである。結論から言うと、
色々な意見が出た。正義は個々人の内なる価値基準であり、道徳は大多数が合意した善悪の軸だと
いう説。正義は社会的に正しいとされている概念であり、道徳は理想状態だという説。一人一人の
説明からは各自の文化的背景が垣間見え、大変興味深い時間を過ごすことができた。しかし、それ
と同時に結論のない議論の孕む危険性と焦りも認識した。直前合宿では本会議に向けて効率よく生
産性の高い議論をする方法を模索した。本会議のフアイナルフオーラムという発表の場に照準を合
わせ、計画的に進めるためには抽象的な議題を避け、実存している社会問題を捉えようと決めた。
死刑制度、銃社会、集団的自衛権など、我々の生命にも関わり得る議題を念頭に置き、私たちは渡
米した。

◆本会議活動

第1開催地であるデモインで、初めて直接顔を合わせた日米の「正義と道徳」分科会メンバー。
ぎこちなさの残る中、簡単な自己紹介を済ませた後に興味分野の共有をした。日本側と同様に、米
国側も関心のある範囲は十人十色だ。男女平等と女性の権利、極限状況における人間の行動学、日
本国憲法第九条、同性婚における日米比較など、どれも知的好奇心を刺激する。しかし、この多様
性が裏目に出てしまい議題が決まらない。興味分野が錯綜し、足踏み状態の私たちは死刑制度の是
非について話し合うこととした。どちらの国にも死刑制度は存在し、その是非が常に問われている
からである。第一開催地デモインは、二項対立を見つけ出すことの難しさを痛感した。物事の本質
への長い道のりを痛感し、私たちは第2開催地であるサンフランシスコへと向かった。

第2開催地では、公への発表を意識した上で計画的に進めることを考えた。その中で、一つのテ
ーマに絞り一貫性を持たせることが重要ではないか、との意見が出た。それまでは毎日異なるテー

マを設定し議論していたため、新鮮な視点であった。結果的に、当分科会は日米の道徳教育を分析
することとした。環境によって形は異なれど、人間の成長過程で少なからず触れる道徳教育。それ

が如何に私たちに影響を与え、社会を形成しているのかを模索した。教育は人格形成の根幹を担っ
ており、それを掘り下げることは人間の本質に近づくことだと信じて。そうすることで、各自の興
味分野にも寄与できると考えたからである。全員が納得できる道徳教育という大テーマに出会い、
私たちは第2開催地サンフランシスコを後にした。
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第3開催地ニューヨークでは、道徳教育の中でも日米の公教育に焦点を合わせた。そもそも、道
徳教育とは社会の秩序を実現するために存在していると定義した。そのために、学校は児童生徒に
教育を施し社会への帰属意識を芽生えさせる。日米の比較において見受けられた違いの一つとして

「教育方法」が挙げられる。日本はカリキュラムの一環で道徳の時間を設け、理想とされる行動を
教示している。それに対して、米国は国語の時間などで、潜在的に社会が求めている行動を児童生
徒に考えさせる。よって、日本は画一的な道徳が形成され、米国は個々によって異なる正解を見つ

け出す。どちらの教育が良いか悪いかまでには辿り着けなかった。日本社会のまとまり、米国社会

の多様性の所以が明らかになりかけたところで第4開催地であるワシントンD.C.へ。
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ファイナルフオーラムにて用いられた、日米における道徳教育比較の図I

最終地でもあるワシントンD.C.では、先ほど着目した教育方法の違いが如何なる社会的影響を及

ぼしているのか、三つの視点に分けて模索した。対価を得る方法、極限状態での行動、死刑制度か

ら日米の道徳観を比較した。日本の特徴としては、集団への帰属意識が強く、社会の秩序を守る上

では有利である。だがしかし、個々の柔軟性に欠け、新たな価値観が生まれにくい。反対に、米国

は差異に対して寛容なため、まとまりとしての一体感がなく、混沌とした状態を避けられない。以

上の特徴を考慮し、最後に理想の道徳教育を提案した。日本の教育のように、道徳の時間は設けら

れるべきだが、画一的な教えではなく、先生が生徒自身の発見を促す形で、教育に携わるべきであ

る。そして、道徳について各人が熟考するきっかけを創出し、何事も白と黒のみでは語れないこと

を認識させることが重要だと言う結論を出した。
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ファイナルフオーラムにて用いられた、日米における道徳教育比較の図②
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ファイナルフオーラムにて用いられた、事例研究と理想の道徳教育

◆終わりに

分科会が設立された当初に描かれていた議論とは異なるものとなったが、日米の道徳教育を比較
することで得た学びは大きかった。教育こそ、これからの未来を変化させる力を持っており、道徳
教育は社会を形作る不可欠な存在である。日米学生会議で得た経験も、これからの未来を変化させ
る力となることが確信できる。八十年続く伝統ある体験を通じて、成長した若者が将来世界平和の
一翼を担うことは間違いない。

最後にはなりましたが、第66回日米学生会議の実現にお力添えをくださった皆様に厚く御礼申
し上げ、分科会総括とさせていただきます。誠にありがとうございました。

。

毎’

ファイナルフオーラムを終えて、少し肩の荷が下りた分科会メンバー
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分科会統括

～日米関係におけるスマートパワー～

◆はじめに～スマートパワーとは？

「スマートパワー」とは、ハーバード大学のジョセフ・ナイ教授が提唱した新しい安全保障政策

の概念であり、一言で言えば「ハードパワーとソフトパワーを組み合わせたもの」である。当分科

会では、この「スマートパワー」という枠で、言葉の定義をはじめ、日米関係や太平洋の平和、望

ましい安全保障のあり方などを検討してきた。

◆日本側代表団事前活動

春合宿

春合宿では、当分科会のキーワードとなる「スマートパワー」「ハードパワー」「ソフトパワー」

の定義を明確にした上で、今後の分科会活動の進め方について議論を行った。

各用語の定義は以下の通りである：

ハードパワー：国家／非国家主体に対し、圧力をかけ自国の思い通りに内政・外交に

影響を与える力

（例：経済制裁、軍事力、など）

ソフトパワー：価値観や政策の魅力などで、間接的に他国にある行動をさせる力

（例：対外援助、教育、エネルギー供給、など）

’スマートパワー：上記のハードとソフトをバランスよく組み合わせた力

日本におけるスマートパワー

ハード：経済制裁、渡航禁止

ソフト：対外援助、技術

アメリカにおけるスマートパワー

ハード：軍事力、サイバー攻撃、経済制裁

ソフト：教育、ポップカルチャー、経済協定

以上の通りにキーワードの定義をした。

次に、当分科会の日本側代表団としての理念や目標について検討した。私たちは、日米関係にお

けるスマートパワーを行使する事で、JASCの理念にもある「太平洋の平和」を実現させることを目

標にした。その目標の達成のために、日米同盟の重要性を再認識すると共に、太平洋の鍵を握る日

米中の三カ国の良好な関係の構築、即ち三国同盟の可能性の検討や、領土問題や歴史認識の違いな

ど日本がアジア諸外国と抱える問題についての分析、TPP"APECなどの経済協定の考察などを課

題として挙げ、春合宿を終えた。
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防衛大学校研修

防衛大学校研修にて、防大生との合同分

科会が行われた。JASC側からは春合宿の

プレゼンテーションの内容に加え、その後

の定例ミーティングで議論した内容を発

表した。防衛大学校側からは、「日米中の

三国同盟を締結する場合、中国はそれに賛

同するのか」「日本と中国の関係で、国民

レベルでは魅力を感じているが、政治的に

はソフトパワーの行使は難しいのではな

いか」「アメリカは具体的にどのように関

わるべきなのか」など、鋭い質問が飛び交った。

次に、防衛大学校側からの発表が行われた。発表内容は以下にまとめた：

日米の関係は日米同盟を主軸として考えるべきである

日米同盟は軍事的安全保障の同盟であり、合同の軍事訓練や東日本大震災による
TOMODACHI作戦が日米同盟の一環として挙げられる。

ハードパワー：経済・軍事力

ソフトパワー：文化・芸術・テクノロジー

－江戸時代の無血開城も一種のソフトパワーでは？

「ソフトパワー」は相手が判断する。クールジャパンは本当にソフトパワーか。

日米でスマートパワーの行使は現状では難しい。日本は軍事力を行使できないため、アメリ
カから恩恵を受けているだけであり、日本とアメリカでスマートパワーの役割分担が必要。

江戸時代の無血開城をソフトパワーの事例として取り上げたり、日米間による役割分担の提案が
なされたりなど、新しい視点を取り入れることができた。また、最後にJASC側と防衛大側と意見交
換が行われ、「漫画はソフトパワーになりうるか」「ハードバワーの使い方を変え、ソフトにできな
いか（例：自衛隊の軍事力を災害援助として使う)」「日米同盟の不平等性」など、自衛隊の幹部候
補生ならではの意見もあり、活発な分科会討論を行う事ができた。

定例ミーティング

定期的に行われたミーティングでは、本会議の準備に向けて、それぞれの興味・関心や分科会論
文やフィールドトリップ先での意見共有を行った。ミーティングでのトピックは、「東アジア共同体
の可能性」「国際秩序と平和」「日本におけるパブリック・ディプロマシーのあり方」「原爆ドームや
原爆死没慰霊碑などの意義と役割｣などを取り上げ、日本の持つスマートパワーを検討すると共に、
アジア太平洋地域の平和維持と安全保障について見識を深めた。
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フィールドトリップ

当分科会では3名の講師の方にお話をお伺いすることができた。安全保障分野でご活躍されて
いる先生方からは、アジア太平洋地域の情勢や日米関係についてそれぞれのご経験から話をして頂
いた。以下、私たちが感じたポイントをまとめる：

◆森本敏先生（元防衛大臣）

－米国の「リバランス政策」：アジア太平洋との関係を重視。軍の再編や同盟国とのパー

トナーシップの活用、グローバルコモンズの共有、海洋進出する中国への対応。
－現代の日米同盟の見直し。

◆細谷雄一先生（慶應義塾大学法学部教授）

－日米は、韓国やフィリピンと共に協調し、スマートパワーを発揮すべきである。

－アジアの地域統合は、EUのように同じ価値観がないから実現は難しい。特に、歴史認
識の差が大きな影響を及ぼしている。

◆田中均氏（日本総合研究所国際戦略研究所理事長）

－アジア共同体の創立には、関税撤廃や経済統合、海賊やテロ予防などの非伝統的安全保
障分野での協力関係が不可欠である。

-ASEANを中心とした強国によらない運営体制が必要。

直線合宿（事前活動まとめ）

春合宿から始まった当分科会の事前活動の集大成としての直前合宿。3ケ月の事前活動にて、
日本側代表団としては「スマートパワーを活用した東アジア共同体の実現へ」を大きなテーマとし

て準備を進めてきた。そのために、スマートパワーの再定義やアメリカの関わり方、中国からどう

協力を得られるかなどを議論してきた。その他にも、日本の憲法第9条の再解釈や集団自衛権につ
いてもトピックとして挙げた。また、フィールドトリップの先生方もおっしゃっていたように、日

本はもちろん、アメリカにとってもアジア太平洋の良好な関係は重要であると再認識し、本会議で
もこれらについて議論していきたいと意気込んだ。

◆本会議

アメリカ側代表団の準備

本会議前に集合したアメリカ側代表団は、各人のRTペーパーを共有し、本会議で日本側と議論

したいトピックを決めた｡彼らから、集団的自衛権や平和構築のための日米関係はもちろんのこと、
パレスチナ問題やオリンピックをディスカッショントピックとして提案された。東アジア共同体を
中心に議論を進めてきた日本側としては、スポーツ祭典「オリンピック」をスマートパワーとして

捉える視点はとても新鮮で、このテーマがスマートパワー分科会の本会議の議論の大きな鍵となっ
た。
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ファイナルフオーラムに向けて

日米それぞれの事前活動と各人のRTペーパーの共有後、当分科会は、改めてスマートパワーの定
義をお互いに確認し、スマートパワーの活用方法について議論した。私たちは単なる意見交換だけ
ではなく、チームとして一つの政策を提言することを目標に置いた。また、スマートパワーの定義
については、ジョセフ・ナイやこれまでの定義に概ね依拠して議論を進めることにした。分科会活
動の中では、東アジア共同体創立や安全保障制度について議論したい日本側と、2020年の東京オリ
ンピックに向けた政策提言をしたいアメリカ側との対立があった。最終的には、2020年東京オリン

ピックを起点とした日本の再活性化モデルを提案しようと発表の準備を進めた。

ファイナルフォーラム

"Re-energizingJapanThroughTOKYO2020"

当分科会は、ファイナルフオーラムにて一つの政策を提言した。少子高齢化や経済不況、中国な
どの近隣諸国の台頭により、日本のプレゼンスが低下してきている。一方で、2020年の東京オリン

ピヅクに伴い、「おもてなし文化」や東京のコスモポリタン都市としての発展など、ポジティブな要

素もある。そこで、我々は東京のリブランディングが必要であると考えた。「スマートパワー」の観
点から、以下の通りの対策を考案した：

ハードパワーソフトパワー

◆経済機会の増加

一インフラの強化(wi-fi使用可能区域

の拡張、公共交通機関の改善など）

－アメリカとの経済協定の強化

◆文化的魅力の増加

一女性や社会的少数者の社会進出促進

一子育て環境の整備

◆セキュリティ（軍事力）の強化

一人的・物的資源の充実

一サイバーセキュリティ

※憲法第9条の改正（ハードをソフトへ）

「平和活動のみに関して、軍事力を持てる」との

一文を加えることによって、日本が国連のPKO

,活動などに参加できるようになると考える。

このように、ソフトとハードの充実によって､"SaferOlympics,SaferNation"というイメージを世

界に発信する事で、日本のプレゼンスを高めると共に、レガシーとしてひとつのオリンピックモデ
ルをTOKYO2020で確立させることができると結論付けた。

◆終わりに

「スマートパワー」という難しい枠組みでの分科会ではあったが、参加者は積極的に議論に参加

し、チームとしてひとつの結論に達する事ができ、分科会コーディネーターとしても嬉しく思う。

当分科会の発表は、駐米日本大使館の方々からも高い評価を頂くこともできた。最後に、当分科会
活動をご支援してくださった全ての方々に心からの感謝を申し上げ、分科会の総括と致します。
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分科会統括

～技術進歩と社会～

◆技術進歩と社会分科会の意義

便利さを追求する中で様々な技術が発展してきた。技術の進歩によって生活はより便利になったものの、
同時に疑問も投げかけなければならない。技術の進歩によって人々は幸せになっているのだろうか。当分
科会では、絶え間なく進歩する技術を一度立ち止まって捉える。技術進歩が社会にもたらす功罪を様々な
実例に基づいて検証し、技術とどう向き合うか、どのように活用するかを考察する。

◆分科会活動

当文化会は、遺伝子組み換え食物、原子力使用の是非、出生前診断など、新た科学技術によってもたら
された問題について議論した。これらのトピックは参加学生の興味関心に基づいたものである。遺伝子組
み換え食品は、本会議の第1開催地が、農業が盛んなデモインで開催されたことが影響したと思われる。
原子力使用の是非は福島原発事故後の脱原発議論に対する日米双方の学生の関心の現れでもある。出生前
診断に関しては、日米で生命倫理への価値観が大きく異なることからトピックとして選ばれた。
答えのない問題を前にして最も重要な事は、多様な視点を取り入れ、争点を発見していくことである。
そのため当分科会はディベート形式を取り入れ、敢えて自分の意見とは異なる視点に立って議論に挑んだ。
またフィールドトリップに行く事で問題の現場で働く人の意見も取り入れた。

◆日本におけるフィールドトリップ

・横浜市立横浜サイエンスフロンティア高校

ScienceLiteracyという授業を通して科学に対する批判的な

思考を教えている現場を視察した。科学的な客観性で問題

を捉えることの重要性を体感した。

・東海大学医学部

生殖医療に携わっている医者のご意見を伺った。着床前診

断を行なった患者さんは心理的な負担が依然として大きい

ことを知った。生殖医療による長期的な問題点は今後慎重

に検討しなければいけないとのこと。
横浜サイエンスフロンティア,断校での様J々

◆本会議における主な議題

時間の制約がある中で深い議論を目指すために、それぞれが事前提出論文で扱った議題の中から、集中
的に議論する議題を3つに絞った。

①遺伝子組み替え食物

遺伝子組み換え作物の種子開発で名を挙げているモンサント社の支社が所在するアイオワ州を訪れた。
見渡す限りのコーン畑の中には遺伝子組み換え（以下GMO)コーンが多く使われている。本会議3日目には
Mr.WilliamHoranとDr.StephenSappによる農業フオーラムを開催し、GMOの是非について代表団一同と
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議論をした。お二人方は途上国の発展による食料需要増加に対応するために高収穫効率なGMOの必要性を
訴えた。一方で学生側は安全性や環境への影響に対する疑問が沸き上がった。当分科会においても同様に
してGMOの可能性と安全性に対する議論が中心的であった。

Q途上国は食料供給のためにGMOを使用すべきか

GMOは害虫に強く、短時間で多い収穫を得ることができるように仕組むことが可能である。また特定の

栄養素を増加させることで不足しがちな栄養を補給することも可能である。例えばゴールデンライスとい
うGMOの品種はビタミンAの原料となるβ－カ口テンを豊富に含むことで、途上国に多いビタミンA欠乏症
を防止することができる。このような特性から食糧難の途上国ではGMO使用を増加すべきとの主張がある。
しかし一方で学生からは、まだ開発から数十年しか経っておらず、環境や人体に対する危険性が解消され

ていないGMO技術を途上国に輸出するのは無責任との声があがった。また、技術が安全と見なされても、
途上国がモンサント社のような大企業の自社製品に依存する体質が見受けられるためにGMOを使用すべき
ないとの反論が上がった。米国は過去に途上国農業支援としてモンサント社のGMO種子と除草剤をセヅト

で導入したが、そのGMO種子はモンサント社のみが開発する除草剤を使用しなければならず、途上国の農
家は永続的に購入を強いられた例がある。

最終的に途上国ではGMOの使用は必ずしも必要ではなく、根本的な農業改革と支援が必要との意見に落
ち着いた。統計的には世界で生産される食料は世界人口を賄うことができることが示されていることから、
食料難打開の鍵はGMOではなく先進国のゴミ廃棄に原因があるのではないだろうか。

GMOの議論を通して感じたことは、農業は文化や根本的な価値観と深く結びついているため、必ずしも

論理的でない意見が出る事である。GMOに関して科学的に安全性が確認されたとしても依然としてGMOを
敬遠する人は多いであろう。技術進歩に関してはこのように感覚的に受け入れ辛い部分もあるが、そのメリ
ットを客観的に分析することが重要である。

②原子力発電所

福島原発事故を背景に、日本における原子力発電の必要性について議論した。経済と安全の二つの軸が議
論の中心であった。

Q.日本に原子力発電所は必要か

経済：

【賛成】喫緊の問題として日本は原子力によるエネルギー供給がなければ石油などの大量輸入により経済が
落ち込んでしまう。

【反対】長期的にみると発電所の解体費、核燃料の処理、事故が起きた場合の損害額によって原子力は必ず
しもコストが安いとは言えない。そもそも核のゴミの処理方法が確立されていない中で原子力を使用し続け

るのは無謀であり、経済的にも埋め立てのコストは高い。

安全：

【反対】日本は地震多発国であるので今後も大きな地震は必ず起きる。ヨーロッパと違って日本はそもそも
原子力に向いていない。安全は経済効率性と同等に比較しうるものではない。

【賛成】どのようなエネルギー発電所にも事故の危険性がある。今回の事故によって原子力規制委員会が設
立され、事故の反省を活かした基準作りがされる。このように反省から学べばより安全性は高まる。危険だ
からといって原発を葬り去るのではなく、反省を活かした技術の活用こそが技術と向き合う正しい姿勢だ。
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日米双方の学生にそれぞれ原発推進派と反対派が存在していたことが特徴的であった｡原発に関しては国

による違いよりも、どのような価値観を優先するか、例えば経済が重要なのか安全が重要なのか、による個
人的な判断が意見を左右することが見受けられた。

③出生前診断

出生前診断は胎児の染色体異常を診断する技術である。日本では高齢出産で胎児に異常が起きる確率が高
い際に診断することができる。問題となっているのは胎児に異常がある可能性が高いと診断された場合、堕
胎する例が多いことである。不用な堕胎が増えることや、命の選別によって優勢学的な思考が蔓延する危険
性などがある。

遺伝子分析技術の発展に基づき、先天性異常が少ない受精卵を選ぶ事や男女の生み分けも可能となってき

ている。出生前診断から議論は進展し、遺伝子情報分析の持つ危険性やデザイナーズベイビーについても議

論をした｡遺伝子操作の度合いによってどのような生み分けは許容しうるかを以下のように4段階に分けた。

l重度な先天的病気の排除

2.先天的な病気の排除

3性別の選択

4身体的特徴の操作

第一、二段階において多くの人がこの場合における出生前診断を認めた。我が子に先天性異常があること

は事前にわかった方が生んだ後の対応を柔軟にすることができるとする主張が出た。堕胎をする件数は確か

に増えそうではあるが最終的に個人の判断を重視しなければならない。ただし診断後のカウンセリングによ
る心のケアと正しい選択のためのアドバイスも重要である。

第三段階においては多くの者が反対に回ったが、この基準を認める人もいた。反対する者は社会の均衡が

崩れることを最も危倶した。一方で賛成した者は親の自由の範囲内であり、全員が必ずしも男女の生み分け
をしなくても選択肢として残すことは悪いことではないと主張した。

第4段階も反対する者が多数であった。賛成する者は白人男性であったが、それに対してアメリカ側のア

ジア人女性が、白人が優勢的な社会では必ず金髪白人の子供を望む人が増え、優生学的思想が蔓延すると強
く主張したことは印象的であった。

個人の自由が強く主張されるアメリカであるが、なんでも個人の自由のもと許されるわけではなく、社会
全体への影響を分析しなければならないという全体における合意は特徴的であった。

◆経済効率以外の価値観

どの議題にも共通して見えた対立軸は経済効率性や利便性の軸と倫理や安全性の軸であった。GMOや原

子力など様々な技術進歩は経済的にメリットが多いとされ我々の社会の「豊かさ」を牽引する潜在的な力を

持つ。しかし「豊かさ」と経済的な効率性が等号で結ばれるものではないことが議論を通して顕在化した。

GMOによって食料自給率が上がっても、長期的に人体の影響があっては無意味であり、原子力発電所によ

って今はエネルギー供給ができても福島原発事故のような事が再びあっては経済的な発展は意味をなさな
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い。経済効率意外にも安心、安全といった重視すべき価値観が確認された。ただ注意したいことに、経済効

率性は依然として重要な指標である。世間では感情論に基づく議論も多く見受けられるためデータに基づく

客観的な分析が必要であることはいうまでもない。

「脱成長」や「持続可能性」といった考え方が頻出するようになった現代、何のための成長か、何のため

の技術進歩なのか、といった疑問は今後も問われ続けるであろう。このことは日米において差異があること

ではなく、現代の若者、社会の特徴とでいえる。

◆分科会総括

議論をする中で、以前持っていた意見を考え直す事が多々あった。渡米前、多くの日本側参加者は、国

家の安全保障のためなら政府がインターネットの個人情報を利用してもよいだろうと感じていた。しかし

アメリカでは、個人情報に対する態度は大きく異なっていた。政府からの自由を強く追求するアメリカで

は、政府の個人情報利用に懐疑的な意見が多かった。対テロリズムという名目で不当に拘束され、市民の

知らないところで電話、メールなどの個人情報が監視されているからだ。我々はEFF(ElectronicFrontier

Foundation)というNSA(アメリカ国家安全保障局）の個人情報操作に異議を唱えるロビー団体を訪問し、
個人情報の保護を巡る熱気を肌で体感した。日本での準備活動中には欠けていた視点を得たことで、この

議題の本質的な課題がみえてきた。

多様な意見を取り入れると共に、感情論を避け、数字やデータの裏付けをもとに議論をするよう意識し

た。例えば遺伝子組み換え食物を巡る議論では、科学的な根拠もなく体に悪影響があるとの考えが蔓延し
ていることに気付いた。

最終的に当分科会は各議題の争点をいくつかの視点から分析して、ファイナルフオーラムにて視聴者に

発表をした。答えがないという問題の性質上、議論の両側面を与え、どの立場をとるかの判断は視聴者各

自に委ねた。

このように発表という形で私たちは分科会の成果をまとめた。アカデミックさを追求するならば、専門

的な知見をもった大学院生が集まって、研究をした方が「成果」は出たかもしれない。ただ当分科会は政治、

生命科学、医学、経営学、など様々なバックグラウンドを持った学生の集まりであり、専門集団とは到底

いえないだろう。議論した内容は既存の議論に止まっていたかもしれない。だが学生が真剣に社会の問題

に向き合い、議論をした事実こそが重要である。そこには伝えきれない数々の妥協、挫折や迷いが繰り返

され、相互理解に結びついた跡が刻まれている。当分科会の真の価値はそこにある。

技術進歩と社会分科会の成果が本当に花開くのは、日米学生会議が終わり、各々の歩む道においてであ

る。時には苦しい思いをしながらも議論をまとめあげた経験はきっと今後社会でも活きてくる。今後お互

いがどのように活躍するかが楽しみだ。

最後になりますが、当分科会にご協力頂きました多くの皆様に深く感謝を申し上げ、分科会総括とさせて

頂きます。
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分科会論文例
（日本側）

MoralityandJusticeinBusiness
SokaUniversity

SatoshiTakenaka

I.Introduction

OIlgoftheglpatdebafesofmoderncapitalismismoralityinbusinessDuring
adebar,_thisquestiOnisoftenposedas"Shouldthecomp5niesprioritize~g56Ei
responsibilityoverprofits？Or,“Shouldcompaniesfbcussolelyonmaximizingprofitsto
favor_shareholderinterests?"Thefbrmerimpliesthatallcoilpaniesshouldlemaf6
moral,gtandardsPntheotllerljand,thelatterquestionisfbCusedontheprincipleof
capitaliSmthatprofitscomefirst(Hwang,2012)Ingeneral,thediscussion6fmoialitV
gndjMstice""been#irelytheoretical,anditisdiffiCillttopUtintopracticeHoW6",

咳

lreallywouldliketohaveafruitfillandpracticaldiscusSionsofhatiswhyml655
m

mQfalilyandjusticeinbusiness''asatopicMoreover,thistopichasanincreisedh"d
fbrfilndamental,meticulousdiscussionaftertheeconomiccrisiSin2008.

TlleLGhmanBrother'sbankruptcyin2008highlightedthenegativeethical
practicesthataffbctedthecurrentfinancialcrisesintheUS.Infact,LehmanBrothers
BoldipgsIn9uge4to_traigolltheNewYbrkStockExchangeasthefburthlafgegf
!llvestmentbankintheUSHowever,onSeptemberl2,2008itfbunditselfmm
inaqcialpredicamentswhenitfiledfbrbankruptcy;ThisWasmainlybecauseLeImh
ErotllershadbeentakingexcessiveriskstothepointthatitbecameilibolventL6IimI
E"hersacceleratedtheglobalfinancialcrisisandsparkeddebateoverethicalissiigg65
WalWrQetand_inthefinancialindustryingeneraIThefinancialcrisisputtheWM
Worldinjeqpardjfthus_understandingthemoralaspectsandtheethicaliii'plicatioiIg~6f
"ematter｡elpsmUnderstandinghowcrucialethicgarefbrthesuccessofailybdSifigsg
PonsequentlKexplormgtheLehmanBrotherscasewillnotonlygiveacleariniagem6W
1mlJo"nteLhiggarinbusinessbutalsostepstobetakentOdealwiththem､bnlarge
scale(Cassidyi2013).

Inthe66tllJaPaPAmericaStudentConfbrence,Iwouldliketodiscussthetopic
ofmoyalltyandjl'stWnbusmegsbecauselamsurethatitcanbehighlymofiVafih25
ustobuildaspiritoffairnessinbusiness・Moreover,itcanbeasubjectofheateddebate
amongusbecausethereisideologicalconnictbetweenUtilitarianiSm(Fundamentalof
Pmtalism)andHumanisminbusinessThus,thisessaywillexaminemmgg6f
Utilitarian\m_"Humanismandusetwooaso$tudieStoholdan]ntrodd6fbfy
discussionfbrJASC.

1LUtilitarianism

JeremyBenthamwhoisregardedasthefbunderofmodernutilitarianism
developedhisethicalsystemaroundtheideaofpleasure・Hebuiltitonancient
lledonismlVhichpursljedphysicalpleasureandavOidedphysicalpainTheutility3f
jumanactionsistheirtendencytopromotethecomm6n~endofallsuchacti6ib=
!appin9ss;and_fromll#ilityinthissenselnotherwords,theprincipleofutilitjMlld
bethebasisofmoralityandlaw，andbyutilityheunderstandswhateverpromotes
pleasureandpreventspain(Anderson,n,d.).AccordingtoBentham,them6stmofai
actsarethosewhichmaximizepleasureandminimizepain.Thishassometimesbeen
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calledthe!'utilitariancalculus."Anactwouldbemoralifitbringsthegreatestamount
ofpleasureandtheleastamountofpain.

Furthermore,BenthamcanberegardedastherealfatheroftechnicaleConqIIlics,
andcertainlythefatherofcost-benefitanalysisusedinpolicyanalysistodaJfSh9uldwe
hireanadditionalsalespersonorasslgnovertime？Isitagoodideatopurchasethenew
stamp1ngmachine？Willwebebetteroffputtingourfreecashnowintosecuritiesrather
thanlnvestmgmadditionalcapitalequlpment？Eachofthesequest1onscanbe
answeredbydoingapropercostbenefitanalysis(Reh,n,..)．First,weobserveandlist
allalternatives・Thgn,jvecalculateallofthecostsandbenefitsofeachandselecttlle
5fieMhthegreatestslirplusofbenefitsovercostsHavingaIlalyzedajlofthOben.iits
ofthispolicy5ndsubtraCtedallofthecosts,therightPhingtodolstopl'Qogethe､opti9n
whichmaximizeshappinessoversuffering・Thisutilitarianlogic,whichisunderthe
nameofcost-benefit~5nalysis,isusedbycompaniesandbygovernmentsallthe"e
IIIg5｢tlibyplaccavalue･tlsuallyadollarvaluc-toStandfqrutilityo'lthecOglsanWne
HEHEfifg~6fVariousproposals-Ithinkthatthisshowsthatcapitalismstilljustifies
utilitarianism.

III.H']mFmlsm

UtilErianismhasbeenembracedbysomanysimplybecauseitseemstomake
agooddealofsenseandseemsrelativelysimpletoapplMHowever,utili"anisIWas
5;adicalphilosophMItattemptedtosetfbrthamoralsysrmapartfrQnWYing
fef51Mhandbi61i6almorality-Forinstance,utilitarianismfailstorespectindividl'al
rights・Theutilitarianlogic,ifconsistentlyapplied,could"sanctionwaysoftreating
iEMistMviolatewhafWethinkofasfimdamentalnormso"ecenpyaWespec,"
Miiifigfhatifthiswayofthinkingwasutilizedbyeveryone｣punighmpniwqMlldbp､much
mergerefbrminimaloffbnsea-Humanrightsareusuallysaidtobeinalienableand
universal｡andsomeevenbelievethattheyshouldbeabsoluteSucllattribljteSare
necessaryinorderfbrhumanrightstoprotectallhumansOtalltimesA"jng
MMI6nfbrrightsingeneral~istoensurethatno･oneissUbjecttounbridled
calculationsofutilityisothattheminoritydoesnotsuffbrinorderthatagreatnumber
enjoysomebenefit・IfanythingistostandinthewayofgovernmentsQrgociejieg
gMfi6mgindividualorminorityinterestsinfavorofthecollective,itisthebulwarkof
humanrights(Heard,1997).

andProstitutionIVW.CaseStudv-ChildLabor

1.WaltDisneyCompany:ChildLabor
Thefewas~colitinuingcriticismofconditionsinChinesefactoriesproducing

Disney-brandedtoys・InDecember2008theNationalLaborCommltteecameoutwith
3Mitentitled"ibysofMiseryMadeinAbusiveChineaeSweatshops";whiclJescribed
96-liourworkweeks,~rampantwagetheftandbrutalconditionsatafactoryinPonggua!1
iiIWMhDisneytolswefebeingmanufacturedA2010reportbyChi"LaborW"ch
JfghMhatPr6jccfKaleidoscop6hadfailedtqeliminatelaboraPugesatPjspeysu"lie"
MBMMagg&ibedwidespfeaduseofchildlaborattwosuchplants(Mattera｡n,4)

AccordingtolnternationalLabourOrganization,theterm&!cPild!aPor"igof､en
definedasworktliatdepriveschildrenoftheirchildhood,theirpotentialandtheirdignity,
whichisharmfUltophysicalandmentaldevelopment.

Fromahuiilainist'spointofview,ChildlabormustbeprohibitedbecauSeitis
mentally>physically;socially~ormorallydangerousandharmfillfbrchildren.AIso,it
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l""eachildrepfipmbeingablptoattendschooL!notherwords,childlaborobligo
t"m､toleavf_schoolprematurelyorrequiringthemtoattemPt~(5mlHKgEiithi
attendancewithexcessivelylongandheavyworlf.

Undex:aprjnciplelfcapiialism,however,onecouldarguedthatWaltDisney
Companycoul4makepro"withinexpensivelabor,andit5an~omPi5Mgm
fonWlersasfheapaspossi@le-FUrthermore,childrenalsocanearnmoriey(6ffgi'5
色mily)eventhoughitisalittle・Childlaborispervas1vefbrtheslmplereasonthat
iglppvprisjl24hougeholdswhocannotmeettheirbasicneedsmaydepeimil~fiHicUHrg
9fthfircWr"".surviV31hmanycases,thesefamiliesYare.sOPomm.gfefj
membpr9ftheirfamilyneedstoworkltislikelythatthesefamiliescaniibtMMfii6
cqstofeducationfbrtheirchildrenChildlaborbreatesatrade･ofTbetwegrii5BUFM
educatlon，However,iftheirchoiceiseitherstarvingorgolngtoschool，isn，tsurvival
theobviouschoice?(CCALiveE,2010).

2.ThePhilippines:Prostitution

AccordingtoHarryThomasJr・whoisaUnitedStatesambassadortothe

Philippines，40％ofmalefbreigntouriststothecountryvisitedonlyfbrsexEWpinestour"mdustryisaregionallaggard,underScoringthec6untiy556cuTh"ePhilippines1tourismindustrylsaregionallaggard，underscorlngthecountry1ssecurlty
RroblenFApooK､jnfrastrl'ctureandunimaginativemarketing&mpaignsriasI~j"&
fgureofa5milliOntQuristSmarkedanall-fimehigh,butpalenincoinpmoimniHdi
thegountWy'sregiopal"eighborsWhilethetotal~numbeiofvisitorsiilayij5Smm,~fhg
nuIPberOfseXtouristSisbelievedtobegrowingMalesmakeupover65%bmmfiSf
arrivals.(Adriano,n,d.).

Fromallumanist'gpointofview,theriseofsextourismwillbefbllowedbyHIV
/AIDStransmissionprevailingamongsextradeworkers・Furthermore,womenand
childrgninvolv.dmprostitutionarevulnerabletorape,murder,AIDS,5iinfIE
sexuallytransmitteddiseases.

Under3principleofcapitalism,however,onecouldarguethatsextourism
ifljllstryplaysabigroleineverycountry'seconomy&ForexampldritconffimbSmi6H
jpllarsaXear､inIheWetlje!lands3ndaccountsf6rfiveperce'itoftheDMi~55dnIf
HowcantheSex'Iburismbringsuchrevenue？SexTburism1ncreasestourlsttra錨cin
.collntry.Thus,itinfreasestheflowoffbreigncurrencyfilndinacountry:Sincesex
toWmsmlncreaseStQurismarrivals,ithelpsdevelopthetourismindustryWhichinturn
willcreatenMorejobs.V1｡country:MorejobsmeanlesserpovertM Le"~j5Vgffy
Ileansagoqdgndstableeconomy:Furthermore,sincesextohrismbanhelpmaturaf6
thetourismindustryiallsectorsancillarytoitalsoblooms.

V;Conclusion

''Pomrolourbusinegs;don'tletitcontrolus|LThisismyopinionfbrthistopic
Business,byitsverynature,haseconomice錨ciencyandthepursuitofprontasltspr1me

●

obiecjiveslfabusinessmanallowshimselftobeControlled~byhisbudinesS,5mmE
oqlyjlltermgofporporationsandcapital,itwillleadhimtofightfbrprofitS=IMMf
Whichhasalsofrequentlycausedwarstobefbught・Ialsowouldliketostressthatin
b!lsiness,itiSverycrucialtoalwaysconsiderthegreater,holisticinterestofHIe~5ififE
planetandofhumankindHavingthisinmind7itwoUldevenenabledii6~fOmi5
judgme'jtthroughthewillingnesstorisetothenobilityofself-sacrificethattrdiis65fiIig
personalgainandprofit.
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分科会論文例
（米国側）

TheArtofldentifea

WellesleyCollege

NaomiCormier

Whilesippingacupofteaonarainyday,haveyoueverthoughtaboutthefact
thatyouweresippingonadrinkofglobalculturedatingbackto2737B.C､E,？Tea
drinking,originatedfiPomChina,hasbecomeadrinkthattranscendscultural
boundaries:adrinkthatbringspeoplefifomallnationstogether.Teawasfirst
introdUCedasamedicinaldrinkinChinabyEmperorShennOng,andhasstayedan
integralpartofsocietiesaroundtheworld・EastAsiancountrieshaveconsumedtea

notonlyfbrhealthpurposes,butithasalsoevolvedintoafbrmofart.InJapantea
ceremonyisoneofthemosthighlytreasuredandlong-standingartfbrms.Tea,a
uniyersallyappreciatedbeverage,playsadistinctroleinsymbolizingidentity.Iwillbe
explorjngthediffbrentwaysinwhichJapaneseteaceremonyconnebtstotoday｡speople
insocietyandtheirrolesandidentity,presentandinthefilture.TeacefembnWFis
2erfbrmedWithfburkeyprinciplesinmind:Harmony,respect,purity,andtranquiiity.
Byexploringthesefburthemesasafbundationfbrresearch,wgcanobser,7eaIid
gUestiopwhatpeopleinbothJapaneseandAmericansocietyfaceinrespecttoidentity.
Teagulture,acommonalitybetweenJapanandtheUS"provideSasubtley6t
significantwayinwhichintellectualitycancrossculturalboundaries.

Japaneseteaceremonyisaritualisticartfbrmofabstractness,symbolismand
fbrmalism,fbundedinZenBuddhism・InChina,teawasanexpensivefbrmof
medicine,andwasintroducedtoJapanbyaBuddhistmonkinthel2thcentury.The
customofteadrinkingspreadthroughBuddhistmonasteriesandtheupperclass
samuraiwarriors,whoregardedtea-drinkingasamarkeroftheirhighstatusin
Spciety.TheaimofZenBuddhismistopurifythemind,anddrinkingteawasoneof
themainwaysinwhichthisisattempted.Manyfbrmsofgracea,Idetiquetteare
embeddedintheartoftea:asenseofdiscipline,respectfbrnature,cleanliness,
punctuality,etc.:"EverysingleactioninChanoyuisminutelycalculatedtoachievethe
highegtpOssibleeconomyofmOvement,simplicity,andfinesseEverysingle
procpdureisperfbrmedinaveryspecificandexactmotion.''(Chanoyu)Teaceremofiy,
QrchaJJoyuinJapanese,holdsandteachescountlesstraditionalvalUesnotonlywithin
Japanbutinternationallyaswell.Historically,teacultureisafbmaleartfbrinThe
reasonfbrthisiswovenintothehistoryofheteronormativesocietalexpectations:"In
LheolddaysOfJapan,theknowledgeofteaceremonywasconsideredto~bearequisite
fbryoungladiesbefbremarriagetocultivaterefinement."(Chanoyu)Theexpectation
fbrwomentorefinethemselvesfbrsocietyisclearhere,andalthoilghrefinementisnot
glWaysanegativenotion,bothJapaneseandAmericancultureshavekeptwomen
ljymgllnderaglassceilingintermsofwomenintheworkfbrce,fbr~example
Altlloughteaceremonyteachesimportantmoralvalues,theyareextremelytraditi6hal
andnotsusceptibletowideinterpretationorchange.Althoughteaceremonyhas
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ideasand
providedguidancefbrthosewhohavebeenilVluenced,!here:argsome
fraditionaivalues,whichmayposecontroversywhentrulythoughtaboutl

JapaneseteacultureabidesbyandprojectsstrictrulesandtraditiQJlalyalues;
Thecer6ifbnyisrenectiveoftheculttlre'ssteadyattitudetowardsreapect,loyaltyaqd
fiigParamouintbeautyofsimplicityThisisastark_coUrgstfieomtheteacullurcin
fiieiJSAlthoughs6mesimilaritiesdoexist,teaintheUSisservedinamucllmore
655ualsettingAwomanmayinviteherfriendsoverfbrteaandcookieS,9r.Vlalfejea
inthemorningtoputinamugandbringtowork・Teahasbecomesoglobalizedthat
EMb6tmtryiiasgivenitneWmeaningandsignificance,whichisbothbeautifilland
interesting.

Itcanbeseenthatteahasbecomeaglobalphenomenon.Sohowhastea
contributedtomulticulturalism？Theeventualspreadofteaacrosstheworldhas
broughtpeopletogether,fbrasimpleconversationoverahotgllp9fgreeIWa,Io
makingbusinessdecisionswhilesippingthesamehotgreentea・Teaisadrinkthatis
univergallyacceptedasacalmingandcenteringdrinkThisbagisimWover.a
miKistiniqugandunifyingiamJapanese-American,born_in_HQIMj9MY
j5panesemotilerandmyfatherfromtheUS.metWhilcteachingEnglis!linTo#yo,2!
75M5gQSincetheifwilddecisiontoma"yinto_contrasting.apkgr9un4"n4
&difiireSrtheyhaveraisedfivemulticulturalchildrenandstudents:Beingtheeljest,I
Mehadth6maximumamountofexposuretobothJapaneseandAmericancultUes,
5fidmyupbringinghaspositivelyshapedmeintothetllinkPrl.anltoday:j!Thg
imtiailtufalpdfsdhisiniellectuallyandemotionallycommittedtOthebasiqunityo!
Xmmianbeingswhileatthesametimerecognizing,legitimizing,accepting/.anq
5ppreciatingth5differencesthatexistbetweenpeopleQfdifferemcultUres.''(Adler)
imhgbeciiraisedbilingually,ithasbeenmadepossiblcfbrimeto"temptunderetan4
Mf~Enltures,andwitlibutfhelanguagebarrierlhavebeenabletQcorlneciand
communicatewith髄ends,family,students,andprofessionalsfiFombothofmyhome
countries・Attimeslfeltthatmyidentitywassplit,orfbrcedapartintomytwQ
MVEs'%WhenpeoplewouldfindOutlwasJapanese-American,somewouldaskmei:
I"feImoreJajan6se''oraskwhichcountryllikedmoralalwayganswere4

ﾂﾂ

fle,Iffally,fbrlfeltthatiflsidedoneithersideitwouldbeabetraya!t9at､lpast"｡9f
myparents,andtomyselfaswell・Ihavetriedtomakethemostofbeingbiracial;it's
IIMlavingasecretWeapon:@@'!Itisintruthnotstandingstill,butratjle"pr9ssingand
return,afepetitionofreturnandcrossing,back-and･fbrth･-theaimofwhichigtocreate
athirdareabeyondtheboundedterritories,anareawhereonepan_stamfPramf
MMIt~6gifig.~eiiclosedm&omethingtightlybounded"(PaulmlichL1996)
MUmculturali5mexistsinmanyfbrms,notnecessarilyinthefbrmofbeingbiracial:
IIg~16ilgasonehasthediligencetolearnandexploreothercultures,theywill
experiencejustasmuchenrichmentaslhave.

WhenAmericansthinkofJapaneseculture,teaceremonymaybeoneofthe
firststereotypicalculturalmarkersthatcometomindThisisduetotPepopUlarityOf
teaaroundilieworld,andtheabilitytorelatetotheceremonyisawayfbrfbreigngrsto
"iinvolvedinculturalintegrationandexploratiopJapaneWeacgr.Mnonyhapbeen
;f6'ightovertotheUSto6etaughtincitiesandschools\AlthoughthOritua!sma)i
66~aiferedtofittheneedsofthecotmtry,thesignificanceoftheceremonyistaughtand
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understQod.TeadrinkinghasbecomealmostadailyhabitfbI･manypeopletoday,
mo.tlyfPr.sOPialreagonSSocialevent&often"evOlvearoundtea.drinidng,aiid
continuetobringpeopleofalldiHbrenttypestogether.

WhenlWmytieqdsmJapanwhattheythinkofAmerica,theysaythe
Peoplearebeautifulandthefbodportionsarelargerthantheirownheads.AmeficaIg
knownfbrbeingbeautiful,innovativeandgrandAlthoughJapanissimilarinth556
aspects,mostly_eYerythinginJapanismadewiththethemeofsimplicity.Thisiswhy
"cereJnOnyab!desbythemtricateyetneveralteringrules,whichproVidethesimplE
basisofstrengthandrepetition.Thededicationai'dhardworlfthatcomeswitli
perfbrmingteaceremonydeservesrespect.Twosummersagolparticipatedinatea
peremonyinAsahika",Japanatmygirls'highschool.Afterwat6hingthetea
instructormovegracefi'llyandnawlessly,Iwasstruckbythesimplemove'iIEntsthat
wereperfbrmedwithsuchpurposeandpoise.ItwasbeautifUl:"Intheartofteathe
t.rm"igo･jWe,meaning､!onechanceinalifetime,'1isofextremeimportanceand
signifiesthattheteamastertriestomaketheteawithhiswholelieart."(New
Encyclopedia)Thesimplicity,though,comeswithstrictrules,andoneofthoserulegiS
respect:When_Iwalkedintothetea･roomoftata"14strawmat,myfifiendswhispered
t9methatmyShoesmUstcomeoff,thatlhadtostepontothematacertainwajf,and
thatmystepslladtobesmallandhumblelnJapanitseemsthathumilityand
respectareopeinthesamething.Respectisincorporatedintothelanguageitself:~there
areboththehonorificandhumblefbrmsofspeech.Inadditiontothat,Withthevirtue
ofrespectinmind,peopleareexpectedtosaywhatissupposedtobeSaid,insteadof
WhptoneactuallymeanStosay:"Relatedtothehierarchicallanguageusagetheyhad
tofacethe"ra-omotedichotomy,refbrringtothediffbrencetowhatonereallyfbelsand
whatone.QUghtt9fee｣nrelationtothe"bmotedichotomy,oneshouldeXpressthe
oznote,whichisdeemedappropriateandproperinthepublicsphere,whereaSthe"2wa
po!nt9fview,_QrWhatonere311yfbelsshoUldbekepttooneselfortotheowngroup,not
t9bedivulgedinthepublic."(p.279,Pang)ThefactthatrespectisfilllyinterWovefiinto
thelanguageshowshowingraineditisintothedailylivesandtholightsofJapanese
speakers,therefbreapartoftheiridentitV.

ン

Respe.tisnptthehighestvirtueinhereinAmericalwouldsaythehighest
virtugsarejndependenceandsuccessThesequalitiesshapethewaypeoblethinif,act
andlive,therebycreatingcontrastingsocietalstructuresandhierarcliies.Inthe
UnitedStates,itisexpectedofpeopletospeaktheirmindsandhavetheirown
opinions.Evenifyouaretalkingtosomeonewhoismucholderorsmarterthanvou.it
ig､culturaUyacceptedtosayWhatyoumeanTherespectinJapanesecultureeilguifs
alltypesofrespect,especiallyrespectfbrelders.Thisnotion6ftreatingelders;vith
theutmostrespectrenectswhatthecountrytrulyvaluesaboveall.-Teaculture
introducesanentirelynewlevelofrespect.

ThereisagreatamountofrespectaroundJapanesenationalism,fbritisa
markerqfJapanegeidentity.WhenJapanesecitizensspeakoftheircountry,they
almostalWaysrefbrtoJapanas"we"or"ourcountry''.Byerasingthen6tion6f
individualismandbecomingapartofthecountry,theJapanesehav5anationalistic
Wayofthoughtthathasbroughtthemtogetherintimesofhardship,buthasalsodrove
themintohardships(suchaswars)aswell.&@Whilesearchingfbraplacetolivei,i
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Tokyo,Iwasaskedbyarealestateagentiflwouldliketa4alni(st'qawmat9)ipnW
apartment・Whenl~answeredintheaffirmative,shestraightenedupandslowly
66wed,saying,@Thankyouverymuch,'asiflhadjustpaidhera_personalcpmplimgnt.
Tileaiiebjot5illustratgg&propfietarynationalism,'orthenotionthatapeoplesoIpehoW

”

lavclaimtoownership6veicertainbehaviors,customs,fbod,ormaterialClllture.
(McVEigh,p19)AltholighnationalismhasbecomeapartofJapartsi"tity,sincetllo

v

endofWWIIithasbecomecontradictoryandlessappreciated.Whenanentire
countryisthinkingthesameway,itcouldgoverywellorendVery,adly・Inthecase
ofWWII、JapanegbcitizensweiesoloyaltotheircountrythatitresLlltgd.inbad
leadershipleAdingtofartoomanycasualtiesandlosses:Sincetheendoftheyvar,
JapanhasmadeaconsiderableefYbrttoattemptatindividualismandmoveawayfrom
h51i6nalism:"SelfhoodisinextricablywovenintothefabricofJapanesesocietyThe
individualclamorsfbrautonomyandindependenceareaudible,butthevoicesseem
drownedoutbythetribalchorusofthefallenempire.''(p.121,Miyoshi)Thisshiftof
identityhasb6enheavilyinnuencedbytheideasoftheWesL"ertheVar｡Jarn
5eganfakingonbitsofWesterncultureandintegratingitjntQtPeirqwnlivesnne
fagilionindIIStrybegantochangeandcomemorewesternized,AmericaqcoIP"nles
6egantofloodfhegfreetsofm"orcities,andmostimportantlytheyollthgofJaW
6egantoloveandtakeinterestinthewaysofthewestermlations｡partiglllarlyth9U.S.
TIigchangeingenerationalmindsetwastheinceptionofaneWageQftrangnatWl
Mmultibultufalwayofthought,graduallymovingawayfifomthenationalistic
philosophy.

Tranquilityisthelastthemeoftheteaceremonyltcanbeagreedtllqtra,no
matterwher6youmaysipit,causespeaceofmindThementalitYQfte.jrinlrmgis
meditative,teichingliowfostaycalmandcollectedevenamidsthardship:2Recejv4nga
bowloftedandth5simpleactofappreciatingitcanpurgeyourmindPeace"ness
canbeachievedthroughabowloftea.''(Chanoyu)Thesimplicityofteaprovidesa
therapeuticeffectthati'asguidedthoughtsoffbrgivenesg｡regPePt,"sqmuchWor
TIfeideathatonecupofte5canbringpeace,evenifitisfbralittlewhile,isbeautifUl!y
gimpleandthecefemonygivestheprocesseleganceTranquilityisrloteasily
achieved;ittakesincrediblepatienceandtime.Theartofteaceremonytakesmany
vearstolearnwell,andtheprocessteachesstudentshowtheymaymcOrporate
ifaiiquilityintotheirownliveS:"Theteaccremonyrequire&years9ftr4ining､qnd
v

practice…vetthewholeofthisart,astoitsdetail,signifiesnomorethanthemakipg
3ndserviligofacupofteaThesupremelyimportantmatteris_thatjheactbe
perfbrmedInthembstperfect,mostpolite,mostgraceM,mos"harminglp4pner
possible."(NewEncyclopCdia)Patienceisavirtuearoundtheworld,bujespeciallyin
japanTheUSigfbcUsedonthepresent,andgettingas_much,outofa!nomgpt\
MnanlypossibleThismakesfbrarushedgroupofjndepepdentlleopleWLall
differenflfindsofgoalsandachievementsYes,thisqualityiswhatmakes_theUS:so
Unique,yetlfindfhatAmericansareoftentimesmoretharln9t'llshinggndnott"ng
d6ti6ebitheimportantlittledetailsthatexistinourdailylivesTheagtoftea
6gfemoilvteacheghowtoachievetranquilitybyprovidingaspacetotrulyperfbrmand
fenectdilone'sownmovementsinapeacefillsetting,andlettingthebeautyof
simplicityshinethrough
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Simija\ly#9hoWapaintingcancausepeopletocometogethertodiscussits

meanlnganddetail,teabringspeopleofallculturestogetheraswell・Fromproviding
""tWlturalid9ntitytOb*akingdownmentgimagE,Mi3"""*

心

intellectualthoughtandachancefbrmternatlonalidentltytoarlse・Gettingpeopleof
2MWr"gef!nerproXidesanopportunitytofbrmaEi6651~E6mh'uM~WMg
RWWYBWrl4,We.allmustopenoureyes,earsarilimindstmeagn6fr6HW
fiPbrggnWntrieg｡butalsofPour"ighbors｡dilemies,andPeEE~~TMiBMehWaf@
tobewillingtobeengagedanddedicatedtothegrowthoftheglobalcommunlty，the
morewecanalldiscoverourglobalidentity,thepotentialofwhid'existsin5IIMiS!
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_Dele9(Ite'sVOfce_

会議参加者の声

JASCは私にとって発見と刺激に満ちた会議であった。3週間以上に渡り、アメリカの各都市

を周り、その文化を体験し､同年代のアメリカの学生と生活を共にしたことで､従来の今まで持っ

ていたアメリカやそこに住む人々対するイメージが覆され、同時に今後の人生に対する刺激を

受けた。

最も想像と違っていたのは、アメリカに住む人々、とりわけ学生の多様性である。今まで、

アメリカといえば私の中では白人社会であった。しかし、我々が訪れた場所がアメリカでもと

りわけ多様性に富んだ地域であったのかもしれないが、実際は様々な民族的背景、価値観を持

つ人々が暮らしていた。自らをアメリカ人と見なす人､アメリカに帰属意識を持たない人といっ

たように、それぞれが独自のアイデンティティーを持ち、同じ社会で暮らしている。こうした

社会は、西洋人との混血であり、日本社会において生まれてから常に否応なしに目立ってきた

私にとって衝撃的であり、同時にとても心地よいものであった。

アメリカの学生とのディスカッションを通して感じたのは、特定分野に対する専門性と思考

の柔軟性を兼ね備えることの大切さである。ディスカッションではまず議題に対して自分の専

門に基づき、他のメンバーとは違った知識や視点を提示することが求められる。それが、自分

がグループにおいて確実に果たすことが出来る役割である。一方で他の人の意見を理解し、自

らのものと組み合わせ、その上に新しい考えを構築していく柔軟性も求められる。これこそが

複数の人が集まって、議論することの意義である。今後の大学生活において、この専門性・柔

軟性の両方を獲得し、様々な場面で役割を果たし必要とされる人物になれるよう努力して行き

たい。

楽しいことも苦労もたくさんあったが、素晴らしい仲間に囲まれ、最高に密で、実り多い

1ケ月間であった。心の底から、この会議に参加して良かったと感じる。

b_

I

矢島シヨーン
東京大学

JASCが終わった現在、押し寄せる喪失感と共に、全てが非日常で、とても濃く、風のように

過ぎ去っていったというのが正直な感想である。しかし確固として違う自分になった私がいて、

この経験を出来た事にとても感謝している｡九州という地で､歯学という分野を学んでいる私は、

就職活動もなく、歯科医師になるという以外の夢を持たず、敷かれたレールに従って進むとい

う事に強い違和感を覚えていた。また国際的に活躍したいと発信すればする程、周囲から浮い

てしまうという現実がただただ嫌でしょうがなかった。しかしJASCは、一人一人が熱い将来

の夢を持っており、それを惜しみなく語れる。アメリカ人参加者との出会いは勿論の事、日本

人参加者との出会いも、私の世界観を変える物となった。

JASCで得た事の一つに如何に日本社会が、日本国民が「違い」に対して寛容でないかを実感

した。LGBTQ、外国人労働者、特別永住者、宗教などを含め他人と異なる所を見つけてはそれ

を認めない現実が日本にはある。そしてそれは地方に行けば行く程濃く根付いているように思

う。従って私は声を高らかにして叫びたい。より多くの日本全国の学生に同じような経験をし

て欲しい。JASCに参加して欲しい。その経験が日本をみる視点を変え、相手との少しの違いを

受け入れられる社会を作る事に貢献すると信じている。相手の違いを受け入れなければ立ち行

かない、即ち、日本は「日本人」だけでは機能しない時代に突入しているのだ。

JASCが存在する限り日本は、世界は良い方向へ進むという確信を持っている。出会った全て

のJASCerが進む先で自らの力を発揮し、イノベーションを起こす人材になるであろう。私も

JASC参加で得たLifeChangingExperienceを誇るのではなく、JASCが誇る人材になるために

日々研讃を積んでいきたい。関わって下さった全ての方々に心から感謝しています。

再

読
＝
尋

原田有理子
九州大学
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学生交流掛 掛長

InternationalStudentConfbrence,Inc

理事長 KristvHoIch

事務局長 YUukiShinomiya

事務局 Chelsealrvin

外務省

国際文化交流審議官斎木尚子

国際文化交流審議官新美潤

人物交流室長浦林紳二

人物交流室課長補佐三浦恵子

文部科学省

国際統括官加藤重治

大臣官房国際課総務係長原

大臣官房国際課丸田俊徳

米国大使館

米国大使館首席公使KurtTong

文絵

広報・文化交流部教育・人物交流室

シニアプログラムスペシャリスト

落合 安代

ユース・アウトリーチ・コーディネーター

三橋 乃佑里

53



色
The66thJapan-AmericaStudentConfeI･enCe

塩井洋介 名古屋大学国際学生交流課学生

交流掛

田中秀実 法政大学グローバル教育センター

事務部グローバルラーニング課

菊地端夫 国際教育センター副センター長

経営学部公共経営学科准教授

杉浦絵里 国際連携部国際教育事務室

丸山加奈子立命館大学国際教育センター

国際部海外留学課

大島英穂 立命館大学国際部事務部長

逢坂豪 早稲田大学総長室経営企画課

板垣 有二株式会社企業実務アシストGM

前田 史子 株式会社企業実務アシスト

村山和美 株式会社企業実務アシスト

【防衛大学校研修】

國分良成（防衛大学校学校長)、加藤健（防衛

大学校准教授)、大井昌靖（二等海佐)、

吉田 千絵

真中 萌

防衛大学校 総務部総務課

防衛大学校113小隊

【秋田研修】

橋口昌道

進藤隆男

淡路孝也

淡路和春

佐々木吉昭

菊池孝子

袴田俊英

新川泰道

浅利幸明

淡路昭芳

石岡千代志

菊池昇一

細田茂廣

斎藤栄作美

秋田県畠ll知事

秋田県庁学術振興課

藤里町議会議員

藤里町役場

藤里町役場

藤里町社会福祉協議会

月宗寺住職

宝昌寺住職

藤里町

藤里町

藤里町

藤里町

藤里町

世界遺産センター藤館

白神山地アドバイザー

【選考活動】

今井 義典

小野 元

金谷 憲

関口 和一

竹本秀人

立命館大学客員教授

京都大学大学院修士過程

東京学芸大学 名誉教授

日本経済新聞 論説委員

国際ウェールズ環境総研

代表

日本女子大学教授

公認会計士

日米学生会議

同窓会副会長

同志社大学大学院

グローバル・スタディーズ

研究科・アメリカ研究所

事務室係長

田邊

丹羽

和子

秀夫

勝

菊池整

淡路敬子

伊藤晴樹

市川博也

勝又美智雄

熊谷ひかり

JohnAmold

エスボワール

恵体験工房

ARCグループ代表

国際教養大学教授

国際教養大学教授

国際教養大学 学生

国際教養大学 学生

山田

勇元 信彦
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慶應義塾大学教授

株式会社日本総合研究所

国際戦略研究所 理事長

国家公務員

多文化まちづくり工房代表

文部科学省

大臣官房国際課長

浮世絵保存協会副理事

日本芸術文化振興会理事

国際交流基金

企画部 事業戦略課長

国際交流基金

総務部 総務課 課長代理

国際交流基金

文化事業部

主任 米州チーム

国際交流基金

日米センター

東京藝術大学教授

東京財団

立教大学

現代心理学部映像身体学科

細谷 雄一

田中 均

【日米学生会議同窓会協力者】

秋間修 荒木尊士伊井佐織飯島千咲

五十嵐淳市川比呂也市毛裕史伊藤孝真

井上敏之井上聡美今井義典小田垣彩花

上江洲仁美 烏賀陽正弘 梅崎渉

遠藤繁 大高巽 大野峻典 岡本実

小沢良明 小野元 大日方望KultTong

川口真川野さりあ岸田守木ノ上高章

木村光太郎 KatherineJordan 久保勲

KellyCargos五所恵美子 児玉克哉

小松崎涼子櫻井千浪SharOnLu白畑春来

神馬光滋杉岡昌太鈴木悠司須藤俊男

関口和一 高田修太武田興欣竹本秀人

田中豪 辻喜久子 手島敬 冨jIl秀二

中澤耕己中山智夫西田尚弘西元宏治

野口ゆかり 野地洋平 橋本徹橋本遥

僑本萌廣野允威PatrickMeuer福谷尚久

藤田耕VuHoangMinh松尾恵輔松本秀也

MadisonMears 丸本美加 三科圭介

茂木健一郎 森田修弘守屋彰人森泰子

八木澤龍大 安川皓一郎 山下祐里奈

山田勝山本東生渡部寛史

【事前活動協力者】

大山利男 立教大学准教授

遠藤広樹 横浜市立横浜サイエンスフ

ロンティア高等学校副校長

大貫優子 東海大学病院神経内科医師

和泉俊一郎 東海大学病院産婦人科医師

森本敏 拓殖大学特任教授

前防衛大臣

理恵

秀樹

讓

新井田

早川

今里

石井 寅男

関 裕行

原 秀樹

佐藤 幸治

篠原 由香里

小野 元

熊倉

福島

松原

純子

安紀子

大輔

4年次

日本GE株式会社

フイナンシャル・マネジメ

ント・プログラム

公益財団法人稲盛財団

理事・事務局長

竹内 智洋

忽那 武範
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【ユースフォーラム・ジャパン】 公益財団法人双日国際交流財団

公益財団法人平和中島財団

アサヒグループホールデイングス株式会社

伊藤忠商事株式会社

株式会社オリエンタルランド

オリックス株式会社

キッコーマン株式会社

キヤノン株式会社

JXホールディングス株式会社

新日鐵住金株式会社

株式会社セブン＆アイ・ホールディングス

禅林寺

デルタ航空会社

株式会社電通

東京海上日動火災保険株式会社

東京ガス株式会社

トヨタ自動車株式会社

中辻産業株式会社

株式会社ニコン

日産自動車株式会社

株式会社日本政策投資銀行

日本生命保険相互会社

日本電信電話株式会社

野村ホールデイングス株式会社

パナソニック株式会社

株式会社日立製作所

富士ゼロックス株式会社

富士通株式会社

ベイビュー･アセット･マネジメント株式会社

丸紅株式会社

愛知 和男

古澤 明子

小林 斐子

河原田 有一

木ノ上 高章

山本 東生

渡部 恒雄

Dr・PaulMcCarth)

KurtTong

東京財団上席研究員

駿河台大学名誉教授

米国大使館首席公使

【賛助者】

橋本 徹

大塚 雄三

大高 巽

山本 修巳

山崎 繭加

森 佳子

市川 比呂也

小松崎 きよ江

窪田 良

高林 浩司

【賛助団体・企業、賛助者】

一般社団法人 日米協会

大阪日米協会

京都日米協会

秋田日米協会

公益財団法人三菱UFJ国際財団
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株式会社みずほ銀行

株式会社三井住友銀行

三井物産株式会社

三井不動産株式会社

三菱地所株式会社

三菱重工業株式会社

三菱商事株式会社

株式会社三菱東京UFJ銀行

三菱UFJリース株式会社

メリックス株式会社

住友商事株式会社

日本郵船株式会社

ユニリーバ・ジャパン・ホールデイングス

東燃ゼネラル石油株式会社

協和発酵キリン株式会社

楽天株式会社

オタフクソース株式会社

ANAホールディングス株式会社

ソフトバンク株式会社

マイナー財団

※役職・団体の名称等は当時のものです。
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-PIIMc瑚一
バブリシテイー賢（2013-14）

｢日米共同声明」外務省（2014年4月25日）

アメリカ合衆国 ’
日米共同声明：アジア太平洋及びこれを越えた地壊の未来を形作る日本と米国

平成26年4月25日

尊■崎IF唖Ii造h'
ｼﾂｲｰﾄ2ｱ‘『祠匡
己メール

これら政府のプログラムは，
いる。そのようなプログラムは，

ー

日米協会，米日カウンシル，
多数の学術機関，大学間’

米日カウンシル,400以上の姉妹都市関係など両国国民をつな《
学術機関，大学間のつながり，皇太子明仁親王奨学金，日米交流F
な民間資金による交流と同様に，不可欠なものである。日米両国

r－
L－－

『交遊抄日米学生会議今井義典」日経新聞（2014年11月12B)

日
米
友
好
の
あ
る
日
、
奇
縁
の
人
に
会
わ

抄
堂
龍
鳶
せ
る
と
皇
に
語
れ
た
．

造
う
日
華
鑿
そ
こ
で
重
い
し
た
の
が

上
侮
瀦
懲
噌
驍
勵
纈
》
繼
繋

満
州
事
変
で
悪
化
し
た
日
米
国
銀
行
協
会
の
会
長
時
代
に

関
係
を
若
者
の
手
で
修
復
し
海
外
向
け
番
組
の
英
語
イ
ン

よ
う
と
１
９
３
４
年
に
米
国
タ
ビ
ュ
ー
を
お
願
い
し
た
り

に
渡
り
、
現
地
の
学
生
に
呼
し
て
い
た
が
、
ま
さ
か
日
米

びかけたのが始ま議どは思いもよらな
学
生
会
議
の
大
先
輩

り
で
あ
る
。

で球評睾襟》唾置△云典かつた。

岬柵嘩雛対靴嶬》》》》筆
大
き
な
影
響
を
与
え

た
Ｅ

需
潔
誌
蕊
米
今
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン

・
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
・

ど
を
巡
り
、
口
角
泡
口
凹
ス
」
と
呼
ぶ
。
私
も

を
飛
ば
し
な
が
ら
米
同
感
で
あ
る
。
日
米

国
人
学
生
と
初
め
て
英
語
で
関
係
の
担
い
手
が
こ
の
会
議

議
論
し
た
充
実
感
は
、
今
も
か
ら
何
人
も
巣
立
っ
た
。

忘
れ
ら
れ
な
い
。
喝
口
に
帥
周
年
の
記
念
式

米
通
商
代
表
部
（
Ｕ
Ｓ
Ｔ
典
が
開
か
れ
る
。
同
窓
会
長

Ｒ
）
で
日
本
担
当
を
務
め
た
を
務
め
る
橋
本
さ
ん
の
も
と

グ
レ
ン
。
Ｓ
・
フ
ク
シ
マ
さ
で
私
が
実
行
委
員
長
と
な
っ

ん
も
米
側
の
参
加
者
だ
。
Ｎ
た
の
も
何
か
の
ご
縁
と
い
え

Ｈ
Ｋ
の
記
者
時
代
、
日
米
通
よ
う
。
（
い
ま
い
．
よ
し
の

商
交
渉
で
親
し
く
な
っ
た
が
り
Ⅱ
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
副
会
長
）

’
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日米学生交流の原点住友商事グローバルリサーチ社長高井裕之」

日刊工業新聞（2014年10月27日）

『主張

Eヨ
【第3樋邨優輕可）

ｰ
0

一

蕊
蕊

Ｉ
謡
１
１

今
年
で
釦
周
年
を
迎
え
、
皿
月

晦
日
に
東
京
で
記
念
式
典
が
開

か
れ
る
。
会
識
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

集
に
尽
力
さ
れ
た
両
国
の
要
人

を
は
じ
め
今
ま
で
日
米
関
係
欄

が
集
ま
る
。
式
典
に
併
せ
て
行

う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
日
米

協
会
の
藤
崎
一
郎
会
長
に
よ
る

基
鯛
調
演
の
ほ
か
、
私
記
含
め

た
日
米
の
会
議
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
で

日
米
交
流
の
意
義
に
関
す
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

う
。多
士
済
々
の
顔
ぶ
れ

日
米
会
織
は
学
生
に
よ
る
日

米
交
流
の
中
で
は
最
も
歴
史
が

古
く
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
の

当
時
、
潤
州
事
変
で
悪
化
し
つ

つ
あ
っ
た
Ｒ
米
関
係
を
肇
慮
し

た
学
生
有
志
に
よ
っ
て
創
設
さ

れ
た
。
太
平
洋
戦
争
に
よ
る
中

断
を
経
て
戦
後
に
再
開
し
、
通

算
帥
年
続
い
て
い
る
。
会
議
の

運
営
は
す
べ
て
両
国
の
学
生
の

睡
史
あ
る
日
米
学
生
会
顛
が
実
行
委
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、

「
会
っ
て
話
す
」
帥
年
続
く
友
好

住友商事ｸﾛｰﾊﾙﾘｻｰﾁ社長高井裕之

日
米
で
選
考
さ
れ
た
約
帥
人
の
一
一
会
謝
後
に
ヰ
匡
扉
北
需
に
瀕
と
て
菫
カ
ヵ
と
課
国
ヵ
幻
＃
た

壷
霊
菫
壼
慧
誰

学
生
が
約
１
カ
月
間
合
宿
し
て
一

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
の
議
論

を
行
い
な
が
ら
各
地
を
回
る
。
の
草
の
根
外
交
の
は
し
り
と
奮
閲
の
学
生
が
毎
年
集
ま
っ
て
会

彊
繧
識
会
に
こ
ゞ
鐘
議

会
議
は
毎
年
夏
に
日
米
交
互
に

開
か
れ
、
来
年
の
第
師
回
会
議

は
日
本
で
予
定
さ
れ
て
い
る
。

同
会
議
は
数
々
の
人
材
も
盟
あ
れ
か
ら
帥
年
、
太
平
洋
戦
社
会
だ
か
ら
こ
そ
実
鯨
に
人
間

出
し
て
い
る
。
宮
沢
喜
一
元
首
こ
の
コ
ラ
ム
の
貌
者
に
も
先
輩
争
や
日
米
貿
易
摩
擦
な
ど
を
乗
同
士
が
会
っ
て
話
す
温
の
重
要

相
や
キ
ヅ
シ
ン
ジ
ャ
ー
元
米
国
や
後
輩
が
お
ら
れ
る
の
で
は
な
り
越
え
政
治
・
経
済
両
面
で
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト

国
務
長
官
、
若
手
で
は
在
日
米
い
だ
ろ
う
か
。
日
米
関
係
は
強
固
な
同
盟
関
係
は
夕
炎
上
◆
す
れ
ば
修
復
不
能

国
人
使
館
で
首
席
公
使
を
努
め
会
議
創
設
時
は
「
世
界
の
平
へ
と
発
展
し
た
。
そ
の
問
、
さ
狸
怜
し
か
し
実
厩
に
会
っ
て
話

た
カ
ー
ト
・
ト
ン
氏
ら
、
日
米
和
は
太
平
洋
の
平
和
に
あ
り
、
ま
ざ
ま
な
階
■
で
日
米
間
の
交
せ
ば
大
抵
は
分
か
り
合
え
る
。

両
国
の
各
方
面
で
活
串
す
る
○
太
平
洋
の
平
和
は
日
米
の
平
和
流
が
行
わ
れ
た
が
、
や
は
り
両
鋤
周
年
を
迎
え
た
日
米
学
生
会

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
多
数
お
ら
れ
る
。
に
あ
る
。
そ
の
一
翼
を
学
生
も
国
関
係
を
底
辺
で
支
え
て
き
た
識
だ
が
、
財
政
状
況
は
決
し
て

担
う
べ
き
だ
」
と
い
う
理
念
の
の
は
民
間
の
地
遵
な
交
流
で
あ
華
で
は
な
い
と
聞
く
。
ぜ
ひ
こ

Ｌ』■Ｌｈ■■■■■■■■ｒｒ
下
Ｉ
‐
し
下
、
４
人
の
鑿
使
留
が
渡
り
、
利
害
関
係
の
僑
差
同
の
息
豊
ぃ
農
斎
雷
同

ゞ
忌
溌
溌
罐
蕊
葱
鮒
勝
繍
蕊
雛
濯
喧
童
馨

「一彗腹抄‐や‐ぐ人の米国代変団を伴って隔野を形成してきたと言って（東京都中央区哨海１の
国
。
青
山
学
院
大
学
で
最
初
の
も
過
言
で
は
趣
い
。

会
麺
が
開
か
れ
た
。
使
節
団
は
世
界
中
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

会
澱
後
に
中
国
東
北
部
に
渡
り
で
つ
な
が
り
、
英
霞
が
堪
能
な

現
地
視
察
も
し
て
い
る
。
ま
さ
日
本
人
や
日
本
語
が
堪
能
な
米

に
政
府
に
頼
ら
な
い
学
生
主
導
国
人
が
埴
え
る
中
、
日
米
両
国

の
草
の
根
外
交
の
は
し
り
と
奮
閲
の
学
生
が
毎
年
集
ま
っ
て
会

え
よ
う
。
識
を
行
っ
て
ど
れ
ほ
ど
の
意
味

ネ
ッ
ト
社
会
に
こ
そ
惣
綿
腱
鼈
漁
睡

あ
れ
か
ら
帥
年
、
太
平
洋
戦
社
会
だ
か
ら
こ
そ
実
鯨
に
人
間

’

８
の
Ⅲ
）

08卒、同年住友商事入社。08
部長、13年住友商事総合研
大阪府出身、弱鍵

昭55）神Fi大経営卒、
理事エネルギー本郁長

帥年（たかい,ひろゆき

年理事金融事業本部長、11年理事エネノ
究所（現住友商事グローバルリサーチ） 社長。
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、THOUGHTLEADERSPOLITICALISSUESbyGlenS Fukushima｣ForbesJapan(2015年1月）

DevelopingFutureGlobalLeaders
将来のグローバル･リーダーを育てる ‐←

2蟻臘撫隼駕そ
て、祝賀会が開かれた。日米間で学

生の運営する交流プログラムとして

は最も歴史のある会蟻である。祝賀

会には、高円宮妃殿下をはじめ、両

国政府高官、数多くの同窓生が、こ

の卓越した会議の歴史と遺産を讃え

るために出席した。本会議は、’934

年に、当時悪化する両国政府の関係

その後、私はハーバード大学大学

院で日米関係について学び、1985

年に米国通商代表部に入省したが、

その'5年も前に日米学生会議で日

米交渉の雰囲気を知り、日米両国で

の長年の友人を得ることができ、幅

広い同窓生ネットワークに入ることも

できた。日本政策投資銀行社長、元

富士銀行頭取で、日本日米学生会

議同窓会会長の橋本徹氏も敬愛する
r q

を危倶した学生たちが、日米間の理 同窓生の「先輩」である。
解と友情を深めようと理想に燃えて GLEN5･FUKUSHIMA 日本が世界に貢献するためには、
設立したものである。残念ながら、 グレン.S・フクシマ 理想主義、現実主義、グローバルな

実際には、この7年後に日米は宣戦米国先地政策研究所(cAp)の上級研究貝。米国通商代マインド・セットを兼ね備え、多様な
布告し、戦争に突入することとなった。表部の日本・中国担当代表補代理、エアパス．ジャパンの個人やグループと一緒に成果を上げ

社長､在日米国商工会蟻所会頭等を経て現瞳。米日カウ

日米学生会議は、数多くの著名なンｼﾙや日米協会の理事を務めるなど、日米関係に精通。 られるリーダーの育成が不可欠であ

同窓生を輩出している。アメリカから る。日米学生会議の4週間にわたる
は、ヘンリー・キッシンジヤー元国務長官が、ハーバード大学

の学生であった'951年に参加。日本の同窓生の中には、故

宮澤喜一元首相が、東京帝国大学の学生時代、’939年と

1940年に参加している。

1992年｜月8日、東京でのジョージ，H・W・ブッシュ大統

領歓迎の晩餐会で、宮澤喜一元首相は、’939年に南カリフ

ォルニア大学で開催された日米学生会議に出席し、その際2つ

「手に入れた」ものがあると言っている。第一は、アメリカの民

主主義についての理解。アメリカの学生が自国のアジア政策を

平気で批判するという自由で開放的な空気は宮澤元首相に強

い印象を与えた。第二に「手に入れた」ものは、となりに「座

っている妻｣。ロサンジェルスに向かう船の中で津田塾大学の

学生と出会い、東京大学を卒業し、大蔵省入省後に結婚した

との話だった。日米学生会議では同様に結婚したカップルが多

く、「日米結婚会議」と呼ばれていた時期もあったほどだった。

筆者自身も、宮澤氏同様に、スタンフォード大学の学生の

ときに、’970年のスタンフォードでの会議に出席し、そこで出

会った女性と、’971年の東京での会議も一緒に出席し、

'972年の秋に結婚した。日米学生会議への出席が、私たち

二人の人生に大きな影響を及ぼした。

質の高い経験により、大学生はスキルや能力を伸ばすチャンス

を得られる。議論や討論のトピックスは、タイムリーかつ宣要

であり、参加者は多様な背景を持つ学生と切蹉琢磨し、相互

理解を図る･そして、会議の運営自体が学生に任されている

ことから、プログラムの成否は学生自身の責任となる。

日米学生会議が重要な役割を果たしてきたことから、バラ

ク．オバマ大統領と安倍晋三首相は、2014年4月25日の日

米首脳会談後の共同声明の中で､日米学生会議をr不可欠な」

二国間の交流プログラムであると讃えた。

2015年は、第二次世界大戦終結から70周年の節目の年と

なる。この記念すべき年を祝うために数多くの催しが行われる。

そこで大切なのは、1945年以前に、何が起きて何が起こらな

かったかを議論することではない。重要なのは、この70年間に

日本が国際社会で建設的な役割を果たしてきたことと、今後ど

んな役割を果たせるかということだ。日本が将来もグローバル

な役割を果たすことができるか否かは、大志を抱き、優秀な能

力を持つ次世代の日本のリーダーにかかっている。そのために

は、日米学生会議をはじめとするグローバルなリーダーシップ

養成プログラムを支援することで、現在のリーダーが、今後の

リーダーとなる若者を育成することも必要ではなかろうか。⑬

缶
茸
Ｕ
四
。
缶
辻
一
工
Ｕ
ｍ
ｏ
ｚ
竺
岩
矛
画
ｚ
〔
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一
く
匡
塑
ゴ
三
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米
国
で
８
月
に
開
催
さ
れ
る
「
日

米
学
生
会
瓢
」
の
日
本
代
表
メ
ン
バ

ー
の
う
ち
別
人
が
今
月
上
旬
、
藤
里

町
を
訪
れ
、
２
日
間
に
わ
た
り
自
主

研
修
し
た
。
欄
渡
し
を
し
て
く
れ
た

の
は
、
こ
れ
ま
で
町
民
と
交
流
を
舵

け
て
き
た
一
Ａ
Ｒ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
』
と

い
う
地
域
貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
る

県
内
の
学
生
団
体
で
あ
る
。

メ
ン
バ
ー
は
到
衝
後
、
町
内
を
視

察
し
、
夜
に
は
大
沢
地
区
の
公
民
館

で
グ
ル
ー
プ
酎
狛
を
行
っ
た
。
中
心

テ
ー
マ
は
一
過
疎
地
域
に
生
き
る
」
。

「
こ
れ
か
ら
の
秋
田
の
慶
乗
↓
「
交

流
人
口
の
砥
大
」
「
定
住
人
口
の
墹

加
促
趣
」
一
特
産
品
の
販
路
拡
大

「
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
安
心

・
安
全
な
町
づ
く
り
」
と
い
う
五
つ

の
小
テ
ー
マ
別
に
分
か
れ
、
地
区
の

住
民
や
Ａ
Ｒ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
と
恵
見
を

交
わ
し
た
。

学
生
た
培
は
わ
ず
か
な
時
間
の
視

察
の
ロ
で
感
じ
た
こ
ど
を
各
小
テ
．

壇論曜月 秋田魁新報

マ
ご
と
に
ま
と
め
、
貢
宜
な
提
酉
を

次
々
と
出
し
て
き
た
。
現
太
平
洋
連

携
温
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
が
妥
結
す
れ
ば
、

中
山
間
地
の
農
業
の
継
幌
は
難
し

く
、
自
然
と
水
だ
け
で
は
地
域
の
魅

力
と
し
て
は
足
り
な
い
こ
と
な
ど
、

町
の
抱
え
る
問
■
点
を
共
に
考
え

た
。
さ
ら
に
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
る
「
ひ
き
こ
も
り
対
頭
」
を
高

く
評
価
し
、
対
策
を
目
玉
に
全
国
の

若
者
に
来
て
も
ら
っ
た
ら
ど
う
か
、

と
い
っ
た
■
唖
的
な
意
見
も
出
怠

筆
者
む
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
に
参

加
、
何
よ
り
も
討
議
の
素
晒
ら
し
さ

に
感
激
し
た
。
日
本
を
代
表
し
て
米

国
に
乗
り
込
む
学
生
だ
け
に
麓
旨
は

明
快
で
、
疑
問
点
に
は
鋭
い
質
問
が

:『月曜論壇若者の声に耳を澄ます袴田俊英』

（7月28日）

左

『日米学生会議地域課題、住民と議論』

(7月10日）

下

飛
ぶ
。
主
張
す
る
だ
け
で
な
く
、
他

者
の
恵
見
を
聞
く
態
度
も
い
い
。
「
自

分
は
何
が
分
か
ら
な
い
の
か
」
と
い

う
こ
と
に
興
肇
に
向
き
合
う
の
で
、

麓
輪
が
充
実
し
て
い
く
。
彼
ら
は
過

疎
に
悩
む
日
本
の
地
方
の
問
■
も
念

頭
に
、
日
米
の
会
議
の
現
で
発
言
し

て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

ば
か
正
だ
し
ゅ
ん

袴
田
俊

最
近
、
特
に
地
方
の
衰
退
が
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
本
県
で
も
少
子
高
耐
化
が
進
み
、

元
気
な
若
者
や
若
い
リ
ー
ダ
ー
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
と
嘆
く
声
を
聞
く

こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
若

者
の
問
■
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
と
思

う
。
問
■
の
本
黄
は
「
大
人
は
若
者

を
育
て
．
毒
つ
と
し
て
き
た
の
か
」
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
の
か
。

長
期
に
わ
た
る
豪
気
低
迷
や
過
度

の
斌
争
を
強
い
る
グ
ロ
ー
パ
ル
経
済

の
中
で
、
日
本
の
企
乗
は
コ
ス
ト
を

掛
け
て
若
者
を
育
て
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
、
「
既
に
声
つ
た
若
者
」

を
必
要
と
し
た
。
教
育
界
も
経
済
界

の
喪
爾
を
受
け
、
キ
ャ
リ
ア
敏
育
に

蕊
え
い

英宣
点
を
直
く
よ
う
に
な
っ
た
○

教
育
の
中
身
が
、
知
ら
な
い
こ
と

を
知
る
と
い
う
知
的
作
業
で
な
く
、

企
乗
の
求
め
る
人
材
を
養
成
す
る
た

め
の
も
の
に
変
貢
し
て
し
ま
っ
た
ｌ

と
宮
え
ば
、
奮
い
過
ぎ
に
な
る
だ
ろ

う
か
。
そ
し
て
、
若
者
た
ぢ
は
企

乗
の
あ
る
都
会
へ
と
向
か
い
、
地

方
に
残
る
若
者
は
ど
ん
ど
ん
滅
っ
て

い
く
噂

以
前
こ
の
■
で
紹
介
し
た
が
、
昨

年
行
わ
れ
た
「
地
域
力
フ
ォ
ー
ラ
ム

ｉ
ｎ
あ
き
た
」
で
は
、
秋
田
の
若
者

の
活
力
に
薦
か
さ
れ
庵
発
表
者
と

し
て
垂
場
し
だ
８
人
の
看
者
の
秋
田

を
愛
す
る
情
魚
と
前
向
き
な
姿
努

に
、
聞
い
て
い
た
こ
ち
ら
が
力
を
も

ら
っ
禧
今
年
も
８
月
９
日
に
再
び

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
か
れ
る
と
知

り
、
迷
わ
ず
実
行
委
員
会
に
加
わ
っ

た
○
委
員
の
年
齢
■
は
加
代
か
ら
和

代
ま
で
と
頓
広
く
、
軍
樋
も
さ
ま
ざ

ま
で
ま
さ
に
多
士
済
々
。
共
通
し
て

い
る
の
は
若
者
の
話
を
聴
こ
う
と
い

う
感
度
で
あ
る
。

元
気
な
若
者
は
秋
田
に
も
た
く
さ

ん
い
る
。
そ
の
声
を
聴
く
耳
を
大
人

た
ぢ
が
失
っ
て
い
る
の
で
は
い
か
。

若
者
を
庵
錘
し
よ
う
と
す
る
大
人
の

姿
勢
と
行
動
こ
そ
、
今
の
秋
田
に
必

要
だ
と
思
う
。
（
僧
侶
、
藤
里
町
住
）

錨
地
域
課
題
、
住
民
と
議
論

生
日
学
日
本
代
表
団
が
藤
里
訪
問

８
月
に
米
国
で
開
か
れ
る
「
第
学
生
か
ら
は
「
世
界
自
然
通
産

髄
回
日
米
学
生
会
蟻
」
に
参
加
す
の
屋
久
島
は
人
気
ア
ニ
メ
映
画
の

る
県
内
外
の
大
学
生
つ
約
加
人
が
舞
台
と
し
て
知
ら
れ
、
観
光
地
と

５
日
ま
で
の
２
日
間
、
藤
里
町
を
し
て
成
功
し
て
い
る
。
白
神
山
地

訪
れ
、
地
域
住
民
と
交
流
を
図
っ
も
独
自
の
魅
力
や
ス
ト
ー
リ
ー
性

た
。
地
方
の
魅
力
を
体
感
す
る
と
を
打
ち
出
せ
な
い
か
」
「
藤
里
町

と
も
に
地
域
が
抱
え
る
課
題
を
探
一
の
引
き
こ
も
り
支
錘
事
業
は
他
の

り
、
日
本
の
将
来
を
考
え
る
概
全
自
治
体
に
は
な
い
強
み
。
引
書
」

に
し
よ
う
と
、
同
会
議
日
本
代
表
も
り
の
人
の
社
会
復
帰
に
特
化
し

団
が
白
主
研
修
の
一
環
で
企
画
し
た
ま
ぢ
づ
く
り
を
目
指
し
て
は
ど

た
。
う
か
」
な
ど
の
意
見
が
出
た
。

初
日
は
大
沢
地
区
の
大
沢
会
館
慶
応
大
学
法
学
部
２
年
の
岡
崎

で
、
交
流
人
口
拡
大
の
た
め
の
方
栞
さ
ん
（
蛆
）
は
「
雇
用
の
場
が
な

策
な
ど
に
つ
い
て
筐
と
覺
交
竪
蕊
総
辮
籠
輌

換
し
た
。

》
県
内
外
の
大
学
生
ら
が
地
域
課
題
体
。
８
月
の
会
織
に

に
つ
い
て
住
民
と
恵
見
を
交
わ
し
は
日
米
そ
れ
ぞ
れ
記

た
日
米
学
生
会
識
の
自
主
研
修
人
の
計
泥
人
の
学
生

巳 少今

-今 ､ウ ー L

61



eTh｡"…･…icaStud…"…

’第66回日米学生会議活動報告書

発行日 2015年2月

編集者 大西 由起

兼子 莉李那

小松崎 遥平

鈴木 健司

大沼

木村

古村

関口

貴
吾
和

雄
優
大
響

発行 日米学生会議報告書編集委員会
〒160-0004

一般財団法人国際教育振興会内

日米学生会議事務局

印刷 キンコーズ・ジャパン株式会社

62


